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宇宙地球科学専攻のアドミッションポリシー 

 

 本専攻は、専攻設立の趣旨として、「物理学の基礎を身につけ物理学の最先端

の成果を武器として宇宙地球科学の研究・教育を行う」ことを掲げている。そ

のため、学部学生の教育を物理学科として一本化し、大学院においては、専攻

独自のカリキュラムに基づく教育と同時に、物理学専攻と合同の入学試験、研

究発表・評価方式を取り入れ、学習と研究の中に常に物理学的視点を持つこと

を重視している。従って、本専攻に受け入れる学生に対しても、自然現象に対

する素朴な好奇心を持つと同時に、現象を可能な限り物理的、定量的に理解し

ようとする態度、能力を学部段階において培ってきたことを求めている。宇宙

地球科学専攻の専門分野は、生物学を含む物質科学、地球・惑星科学、天文・

宇宙論まで極めて広い分野に広がっている。それぞれの分野においては、野外

活動、観測技術、実験技術、分析技術、機器開発、理論的考察等々、重視する

視点が異なる。受け入れたい学生も、上に述べた基本的資質を持つ限り、特定

のスタイルにこだわることはなく、様々なタイプの学生を受け入れている。 

 博士前期課程では、本専攻に関連する分野におけるプロフェッショナルな研

究者を志す者も、課程終了後に専門にこだわらず民間企業などに広く活躍の場

を求める者も、将来的に希望する進路に関わらず受け入れている。基本的には、

物理学を基礎にした知識や考え方を身に付けている学生を求めており、必ずし

も入学時に特定の専門分野に詳しい必要はない。 

博士前期課程は、自由に、また深く専門知識を身につけ、研究能力を磨くこ

とのできる期間であるから、研究に邁進する強い決意をもった学生であること

が必要である。博士後期課程の学生は、独立した研究者として研究分野の最前

線で活躍し、民間企業や国公立の研究所等において、問題発見から解決のプロ

セスに至るまで自立した研究者としての役割を果たすことが求められる。その

ための能力と意欲を持った者を広く積極的に受け入れている。 
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宇宙地球科学専攻 平成 29 年度総括報告 

 

                         専攻長  近藤 忠 

専攻の体制と人事 

平成 29 年度も専攻の体制は基幹講座数が 8 で変更はありませんでした。4 月

には X 線天文学グループの常深教授の後任として、名古屋大学から松本浩典教

授が着任しました。また 10 月には、寺田研に JAXA から横田勝一郎准教授が着

任しました。転出では、2018 年 3 月末に松本研の中嶋大助教が関東学院大へ栄

転されました。大学全体の定員削減計画のために、新たな人事への制約が厳し

い状況ですが、専攻の将来計画を見据えて新たな教授人事を慎重に進めていま

す。本年度は 1 件の教授人事を進め、赤外天文グループの住准教授の教授昇進

が決まりました。この結果、H30 年度から芝井教授の退職までは、赤外天文グ

ループが 2 教授体制となります。また、女性教員不在の状況を改善すべく、理

学研究科全体で行ったダイバーシティプロジェクト女性教員公募により、宇宙

地球科学専攻では新たに中山典子助教が着任しました。更に、クロスアポイン

トメント制度を利用して横浜国立大学と協定を結び、癸生川陽子准教授が着任

しています。2 年後の 3 教授の定年を控えて専攻としては組織の大きな変革期に

さしかかってきました。引き続き専攻全体の将来計画と組織に関して検討と人

事計画を進めており、より一層の教育研究の活性化を進めたいと思います。 

専攻事務では昨年から始めた 4 名体制を継続しています。幸い経験豊富な方々

のご尽力で運営を続けていたのですが、6 月に常盤真理子さんが、7 月に澤本茂

美さんが、それぞれ雇用期限を迎え退職されました。後任として藤田あずささ

んが採用され、また高比良尚子さんにも短期間のサポートに入って頂き、年明

けには再び澤本茂美さんが雇用されました。また、川村研には大型科研費の事

務管理に伴う事務職員として、城裕子さんが雇用されました。 

 

専攻予算と研究費 

節電による電気代削減や各種委員会経費削減等の自助努力を続け、各専攻へ

の配分に大きな変化が生じ無いように研究科レベルでの配慮を続けているもの

の、運営費の減額は今年も続いています。専攻構成員による外部資金獲得状況

としては、例年程度の科学研究費補助金及びその他の研究費を受領しており、

何とか凌いでいますが、この運営費の減額傾向は改善の糸口が見つかっておら

ず、今後の大きな問題です。間接経費の主な用途として、大型外部資金獲得者

による研究のための事務職員人件費や整備費、及び専攻内共通部の各種整備項

目に充当しました。 
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教育・研究の状況 

 今年から大阪大学では 4 学期制が開始となりました。多くの科目ではこれま

で同様に春夏学期や秋冬学期を通しての授業が行われ、一部の授業では 4 学期

制科目としてスタートしています。次年度からは全学での大幅なカリキュラム

改革という大きな教育の転換期を迎えて、順調に議論が進んでいます。理学系

学生の気質やキャリアに対する考え方も昔とは変わり、博士後期課程への希望

者は限られますが、活気ある学生も多く見受けられ、学会での受賞等も多々有

りました。一方で、社会に向かう卒業生の就職状況も好調で、真に優秀な人材

を生み出せるよう、今後も教育研究環境の整備を進めていければと思います。 

 研究関係では、昨年から続く寺田健太郎教授の「月に吹く地球の風」の余波

が残る中、同グループによるミュオンビームを用いた新たな非破壊分析法や、

卒業生の加藤尚希氏らによるニュージーランドにおける断層調査の研究、X 線

天文衛星「ひとみ」の観測グループによるペルセウス座銀河団の主要元素分析、

横田勝一郎准教授らによる「あらせ衛星」を用いたオーロラ観測の研究などが

プレスリリースされました。11 月には地震断層の物質科学的な研究成果により

廣野哲朗准教授が大阪大学賞（若手教員部門）を受賞、2 月には富田堅吾助教が

日本天文学会・研究奨励賞を受賞するという嬉しい報告もありました。これら

のニュースは専攻 WEB や研究科 WEB にも掲載されています。 

 

管理運営・その他 

本年度は、大阪大学で全学的な問題となる情報セキュリティ事案と入試ミス

に関する案件が発生しました。本専攻からも多くの方々が対応に奔走されたこ

とかと思います。皆さんのご尽力に感謝します。大学での危機管理に対する事

案は、いくつかの自然災害でも発生しており（この原稿を書いている H30 年６

月には大阪府北部で最大震度６弱の地震があり被害も出ました）、教育・研究

への影響も心配されます。構成員へのコンプライアンス教育や FD 研修も増えて

いると思います。管理体制が整うことと、教育・研究への裁量の自由度確保は

難しい問題に見えました。 

 

最後に 

 久しぶりの波瀾万丈な一年だったという印象です。今年はたまたま物理学科

長に研究科と全学の業務も重なり、個人的には何度もパンク状態にあったので

すが、この２年間の専攻長業務をなんとか終えられたことを、改めて感謝した

いと思います。尚、平成 30 年度は寺田健太郎教授へ専攻長を引き継ぐことにな

りました。今後とも宇宙地球科学専攻をよろしくお願い致します。                           

- 5 -



研究室名  卒研４年生 その他

宇宙進化学 教　授 長峯　健太郎 Ｄ３ 高倉　理（委） Ｍ２ 国沢　佑介  猪飼　洸太郎  Kazem ARDANEH（特任）

招へい教授 Isaac SHLOSMAN 佐塚　達哉 足立　知大  藤城　翔  Yang LUO（特任）

准教授 藤田　裕 Ｄ１ 荒田　翔平 北亦  裕晴  吉田　俊太郎  青山　尚平（特任）

助　教 富田　賢吾 福田　隼大 国松  翔太  Saif ALI（留）  清水　一紘（特任）

特任准教授 Luca BAIOTTI 中村　亮介  Yashvi SHARMA（留）  田中　圭（特任）

特任助教 岩﨑　一成 藤田　勝美  Pierre MARCHAND（学振）

Ｍ１ 岡本　和範

蔵貫　諒

牧野　謙

Ｘ線天文学 教　授 松本　浩典　 Ｄ３ 井上　翔太 Ｍ２ 池山　優樹  朝倉　一統

准教授 林田　清　 佐治　重孝（委） 大西　里実  泉　智大

助　教 中嶋　大 川端　智樹  中田　諒

米山　友景  Suvadip MANDAL（留）

Ｍ１ 岩垣　純一

岡崎　貴樹

花坂　剛史

古市　拓巳

理論物質学 教　授 川村　光　 Ｄ１ 上松　和樹 Ｍ２ 羽矢　純也  高谷　慧

准教授 湯川　諭 阿久刀川　潤  藤沼　高

助　教 青山　和司 池田　光夢  宮治　耕太郎

中野　真里  渡辺　壮流

新田　竣祐

Ｍ１ 市村　拓也

小川　匠

幸城　秀彦

惑星科学 教　授 寺田　健太郎 Ｍ２ 橋口　友実  松崎　太郎

准教授 植田　千秋 蓮中　亮太  村山　純平

准教授 山中　千博 椎野　朱里  山口　若菜

准教授 横田　勝一郎 田坂　直也  渡邊　宏海

助　教 河井　洋輔 松田　貴博

宮　晃平

Ｍ１ 新述　隆太

藤本　駿

前薗　大聖

諸本　成海

惑星内部物質学 教　授 近藤　忠 Ｄ３ 田窪　勇作 Ｍ２ 黒川　冬華  神谷　朝香 下山　裕太（特任）

准教授 谷口　年史 廣海　真吾  枡田　夏丸

　 准教授 寺崎　英紀 藤川　勇志  山田　伊織

助　教 境家　達弘 Ｍ１ 大川　耀平  吉田　和樹

猿樂　直樹

原田　啓多

廣本　健吾

赤外線天文学 教　授 芝井　広 Ｄ３ 桒田　嘉大 Ｍ２ 大塚　愛里梨  片岡　叡

准教授 住　貴宏 須藤　淳 辰巳　耕介  佐伯　守人

助　教 松尾　太郎 越本　直季 谷　貴人  末松　春乃

Ｄ２ 伊藤　哲司 山田　瞳子  坪井　隆浩

Ｄ１ 大山　照平 Ｍ１ 井戸　雅之

永金　昌幸 河崎　滉平

平尾　優樹 合田　翔平

宮崎　翔太

宇宙地球科学専攻メンバー表　　　　　　　　　　　　

教　職　員 博士後期課程 博士前期課程
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研究室名  卒研４年生 その他

惑星物質学 教　授 佐々木 晶 Ｄ１ 金丸　仁明 Ｍ２ 桶間　千遥  大西　佑輝

准教授 大高　理 西谷　隆介 河波　俊和  荻島　葵

准教授 佐伯　和人 坂之上　聖史  神田　志穂

助　教 木村　淳 Ｍ１ 五十嵐　優也  松井　弥志

岡本　和斗

田中　宏和

吉田　桃太朗

地球物理化学 教　授 中嶋　悟 Ｄ３ 中谷　陽一 Ｍ２ 館山　佐夢  生野　雄大

准教授 久冨　修 Ｄ２ 梅澤　良介 小川　丈彰  岡田　克也

准教授 廣野　哲朗 中屋　佑紀 中野　友貴  小林　樹

助　教 桂　誠 工藤　幸会 堀川　卓哉  福家　朱莉

助　教 中山　典子 Ｄ１ 金木　俊也 丸山　大貴

特任准教授 癸生川陽子 森藤　直人 山北　絵理

（クロアポ） Ｍ１ 上坂　怜生

市場　達矢

合　計  Ｂ　４：３０名 ７名

 留学生：　３名

協力講座

教　授 中井　光男 Ｍ１ 江頭　俊輔

准教授 坂和　洋一 太田　雅人

准教授 重森　恵介 福山　祐司

藤原　字央

合　計

非常勤事務員 奥澤　夏子（芝井研） 澤本　茂美（松本研・専攻共通）

城　裕子（川村研） 高比良　尚子（松本研）

土屋　絵理（佐々木研・中嶋研・専攻共通） 常盤　真理子（長峯研・寺田研・専攻共通）

西川　和子（近藤研・芝井研・専攻共通） 藤田　あずさ（長峯研・川村研・専攻共通）

（クロアポ）：クロスアポイントメント制度

（特任）：特任研究員

（学振）：学振特別研究員

（委）：委託学生

（留）：留学生

レーザー
エネルギー学
研究センター

教　職　員 博士後期課程 博士前期課程

教　授：　９名

助　教：１０名 Ｄ１：１０名

Ｄ３：　９名 Ｍ２：３７名

教　授：１名 Ｍ１：４名

准教授：２名

准教授：１５名 Ｄ２：　４名 Ｍ１：２８名
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（単位：円）

講座経費
学部

学生経費
大学院
学生経費

留学生経費
設備維持
運営費

長峯研究室 1,348,165 74,658 970,615 0 36,800 2,430,238

松本研究室 1,348,165 74,658 587,119 0 0 2,009,942

寺田研究室 1,647,757 99,544 599,070 0 625,600 2,971,971

川村研究室 1,348,165 99,544 587,119 0 0 2,034,828

佐々木研究室 1,647,757 99,544 635,075 0 0 2,382,376

中嶋研究室 1,647,757 99,544 1,126,434 0 0 2,873,735

近藤研究室 1,647,757 99,544 527,212 0 257,600 2,532,113

芝井研究室 1,348,165 99,544 1,234,297 0 0 2,682,006

合　　計 11,983,688 746,580 6,266,941 0 920,000 19,917,209

※　昨年度の精算額、次年度への繰越額は含まない。

研究グループ名

当 初 配 分

合　計

運営費交付金　研究グループ配分一覧
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（単位：円）

収 入 の 部 金 額 支 出 の 部 金 額

教育研究基盤経費 33,630,000 研究室への配分 19,917,209

留学生経費 0 講座経費 11,983,688

放射線安全委員会経費 0 学部学生経費 746,580

ＴＡ経費 0 大学院学生経費 6,266,941

　 設備維持運営費 920,000 留学生経費 0

間接経費 6,434,000 　　設備維持運営費 920,000

専攻共通経費 4,777,857

物理学科経費 420,433

物理系図書費 1,593,851

教員人件費（非常勤講師） 101,000

職員人件費（秘書） 12,682,322

ＴＡ経費 0

移算・精算額 1,491,328

合　　計 40,984,000 合　　計 40,984,000

運営費交付金　当初配分収支計算書
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研究者 研究課題名

＜特別推進研究＞

（繰越）住　貴宏 近赤外線重力マイクロレンズ観測による
冷たい系外惑星及び 浮遊惑星の探索

43,650 千円

継続 住　貴宏 近赤外線重力マイクロレンズ観測による
冷たい系外惑星及び 浮遊惑星の探索

2,850 千円

＜新学術領域研究＞

継続 寺崎　英紀 核－マントル物質の構造と物性
（分担、代表：鈴木　昭夫）

2,275 千円

（繰越）林田　清 光子計数ピクセル検出器で実現するG2格子不要の
X線タルボ干渉計

3,000 千円

継続 林田　清 光子計数ピクセル検出器で実現するG2格子不要の
X線タルボ干渉計

2,900 千円

継続 廣野　哲朗 観察・観測による断層帯の発達過程とミクロから
マクロまでの地殻構造の解明
（分担、代表：竹下　徹）

800 千円

科学研究費補助金(文部科学省･日本学術振興会)受け入れ状況　

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜基盤研究＞

S 新規 川村　光 フラストレーションが創るスピンテクスチャ 89,600 千円

A 継続 川村　光 フラストレート磁性体の
カイラル秩序化と異常伝導現象

200 千円

A 新規 長峯　健太郎 精密構造形成論へ：宇宙におけるバリオン、メタル、
ダストの分布

12,000 千円

A 継続 長峯　健太郎 Understanding formation of supermassive black
hole seeds at high-redshift via direct collapse
（分担、代表：Shlosman Isaac）

1,500 千円

A（繰越）Shlosman Isaac Understanding formation of supermassive black
hole seeds at high-redshift via direct collapse

1,940 千円

A 継続 Shlosman Isaac Understanding formation of supermassive black
hole seeds at high-redshift via direct collapse

6,100 千円

A 継続 松本　浩典 硬X線望遠鏡で探る活動銀河核の構造と進化
（分担、代表：粟木 久光）

1,500 千円

A 新規 横田　勝一郎 地球惑星超高層大気の中性粒子分布・力学機構の実証
解明を実現する直接観測の基盤構築
（分担、代表：齋藤　義文）

200 千円

A 継続 寺崎　英紀 高圧物性から探る火星・水星核の組成とダイナミクス 4,000 千円

A 継続 山中　千博 海陸複合電磁気観測網による地殻変動準備過程および
地下流動の検知・監視技術の開発
（分担、代表：服部　克巳）

50 千円

A 継続 木村　淳 巨大ガス惑星の衛星形成の標準モデルの構築
（分担、代表：井田　茂）

1,000 千円

A（繰越）松尾　太郎 地球型系外惑星の熱放射観測のための
超高安定分光装置の開発と宇宙望遠鏡への提案

6,500 千円

A 継続 松尾　太郎 地球型系外惑星の熱放射観測のための
超高安定分光装置の開発と宇宙望遠鏡への提案

2,800 千円

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜基盤研究＞

B 継続 横田　勝一郎 衛星多点観測と計算機シミュレーションによる内部磁
気圏のイオン組成変化要因の探究
（分担、代表：能勢　正仁）

350 千円

B 継続 廣野　哲朗 粘土鉱物の脱水反応によるプレート境界断層浅部での
大規模滑りの可能性

800 千円

B（繰越）中嶋　大 宇宙X線広視野高感度観測のための
汎用高速低雑音アナログASICの開発研究

4,600 千円

B 継続 中嶋　大 宇宙X線広視野高感度観測のための
汎用高速低雑音アナログASICの開発研究

1,100 千円

B 新規 山中　千博 月岩石中カリ長石に含まれる窒素・水素同位体から解
読する水惑星・地球の起源と進化
（分担、代表：橋爪　光）

300 千円

C 継続 藤田　裕 銀河団環境とブラックホールの共進化 1,100 千円

C 継続 湯川　諭 破壊現象の非平衡ダイナミクスと統計力学的性質 800 千円

C 新規 木村　淳 氷天体地下海の安定性と進化のモデルの構築 1,700 千円

C 継続 境家　達弘 惑星核条件における惑星内部物質の音速と密度の関係
（バーチ則）の検証

1,500 千円

種　別 金　額
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研究者 研究課題名

＜若手研究＞

A 新規 富田　賢吾 大規模マルチスケールシミュレーションによる
星初期質量関数の起源の探求

4,900 千円

B 継続 青山　和司　 フラストレート磁性体における
格子歪みの効果の理論的研究

600 千円

＜挑戦的萌芽研究＞

継続 川村　光 地震断層のスロースリップ現象の統計物理的研究 1,165 千円

新規 寺田　健太郎 ナノスケール多元素同位体顕微鏡の実用化と元素合成
過程の物質科学的探求

2,000 千円

新規 河井　洋輔 ナノスケール多元素同位体顕微鏡の実用化と元素合成
過程の物質科学的探求（分担、代表：寺田　健太郎）

100 千円

継続 富田　賢吾 先進的手法を用いた
宇宙流体シミュレーションの高速化

500 千円

継続 林田　清 秒角以下で天体サイズを測定する
多重像式X線干渉計の発明

2,308 千円

＜特別研究員奨励費＞

継続 井上　翔太 衝突現場における速度場構造と非平衡プラズマの
検出による銀河団形成進化の研究

900 千円

新規 金木　俊也 炭質物の熱熟成特性から読み解く
プレート境界断層の滑り挙動

900 千円

継続 越本　直季 重力マイクロレンズ法によるM型星回りの地球質量
～恒星質量までの伴星の存在量の制限

900 千円

新規 中谷　陽一 細胞増殖・アポトーシスを制御できる
光応答性転写因子の創出

1,100 千円

新規 平尾　優樹 世界初の近赤外線による
重力マイクロレンズ法を用いた系外惑星探査

900 千円

新規 Marchand Pierre 星形成過程における角運動量輸送：
惑星形成過程の理解に向けて

1,000 千円

種　別 金   額
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相手先 研究者 研究課題名

＜共同研究　及び　受託研究＞

東京大学地震研究所 川村　光 地震活動パラメターと
地震発生場の応力の間に成り立つ定量的関係式

500 千 円

大阪大学 
基礎工学研究科

川村　光 スピントロニクス学術連携研究教育センター(CSRN) 
共同プロジェクト

200 千 円

多木化学㈱ 中嶋　悟 コラーゲン等の保湿特性評価 456 千 円

大阪大学                  
国際共同研究促進プログラム

長峯　健太郎 宇宙論的視点で追う巨大プラックホールの
生成と進化

500 千 円

宇宙航空研究開発機構
宇宙探査イノベーションハブ
課題解決型研究

佐伯　和人 小型2次元イメージング分光器の開発による
水氷センシング技術の研究

216 千 円

宇宙航空研究開発機構 住　貴宏 太陽系外惑星研究のためのWFIRST
コロナグラフの開発

400 千 円

宇宙航空研究開発機構 林田　清 すざく衛星搭載XISの改良版応答行列の作成と公開 409 千 円

宇宙航空研究開発機構 林田　清 偏光観測Research Group旅費 500 千 円

コンポン研究所 山中 千博 プラズマ物理から見た地震前電離層電子密度変化の
研究

3,000 千 円

神戸大学　　　　　　　　　
科学技術試験研究委託事業

富田　賢吾 星形成・原始惑星系円盤の大規模シミュレーション 4,939 千 円

国立天文台
ALMA共同科学研究事業

富田　賢吾 ALMAのための観測的可視化フレームワークの構築 1,300 千 円

＜研究助成金＞

アルプス電気㈱ 中嶋　悟 有機無機複合材料の分光学的特性評価に対する研究 1,000 千 円

㈱エーティック 中嶋　悟 岩石試料の非破壊検査手法に対する研究 1,000 千 円

その他の研究費受け入れ状況　

金　額
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芝井研

川村研

F524

化学専攻

F632

化学専攻

化学専攻 化学専攻 高分子科学専攻 化学専攻
宇宙地球科学
低温実験室F532

化学専攻 川村研 化学専攻
F628

F530 F529 F630 F629 G018

化学・
高分子科学共通川村研 川村研

高分子科学専攻
化学専攻

F528 F527 F627

F526 F525 F626 F625

F523 F624 F623

宇宙進化 G013 G015

川村研 宇宙進化 事務部倉庫
G016

化学・
高分子科学共通

F520 F620

F522 F521 F622 F621

川村研 宇宙進化

化学専攻

川村研 宇宙進化

F616

高分子科学専攻
宇宙進化

F516

松本研

F517

宇宙進化

F617 G012

松本研

G007

化学専攻

松本研

F614 F613

F513
宇宙進化

学生実験室
（ドーム室）

F515 G008

F508

F510

WC WC

松本研

G004

化学専攻

宇宙進化

F611

客員研究室

EV EV
G006 G003

[学部等設備室]
電気室

[学部等設備室 ]

受水槽置場
給湯室

F503

EVF701

物置

F603

WC EVﾎｰﾙ
松本研

F608会議室

宇宙進化

F502

松本研

F608 F601

中嶋研 佐々木研 化学専攻
F130

Ｆ棟（1階-7階）
５階

Ｆ棟（1階-7階）
６階

Ｆ棟（1階-7階）
７階＜屋階＞

Ｆ棟（1階-7階）
Ｇ棟（Ｂ1階）

F432F332F232

F132 F230

寺田研
寺田研

F330
佐々木研

佐々木研
F227 F329

F327 F428

近藤研
佐々木研 佐々木研 近藤研

F430

化学専攻

佐々木研 近藤研
F128 F228

セミナー室Ⅱ

F429

佐々木研 中嶋研
F328

佐々木研 中嶋研 近藤研
F326 F426

暗室

F424 F423

近藤研 近藤研
F126 F226 F225 F324

F224 c F323

中嶋研 川村研

佐々木研

F422 F421

佐々木研

中嶋研

近藤研 学生実験室

近藤研

佐々木研
近藤研 寺田研

F122 F121 F222 F221 F322 F321

芝井研
F116 F220 F420

近藤研 寺田研

F320

寺田研
中嶋研

F216 F317 F416

中嶋研

F217

芝井研
寺田研

F417

寺田研
F413

[学部等設備室]
電気室

F111 F213 F316 F315 F415

佐々木研

F215

WC
学生実験室

中嶋研
宇宙地球秘書室

F109

中嶋研

F313

[学部等設備室]
設備室

F212

EV
F308 F408

WC

F210

WC

F310

WC

F410

F102講義室
（124人収容）

EV EV EV

ｾﾐﾅｰ室Ⅰ

寺田研

芝井研

芝井研

寺田研芝井研

芝井研 芝井研 寺田研 寺田研

F203

F102

Ｆ棟（1階-7階）
３階

Ｆ棟（1階-7階）
４階

玄関ﾎｰﾙ

F202

近藤研

F302 F303 F402 F403

F202講義室
（100人収容）

宇宙地球科学棟［Ｆ棟及びＧ棟地下］　　平　面　図　

・・・宇宙地球科学専攻使用スペース

・・・他専攻または理学部共通スペース

Ｆ棟（1階-7階）
１階

Ｆ棟（1階-7階）
２階
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宇宙地球科学専攻所有大型装置一覧

品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

川村研究室

並列計算機 1
1U Rack Customized Server, 2U Rack 
Customized Server

2007年 6,719

近藤研究室
X線発生装置　  1 Cut.No.4012 1996年 8,000
ローターX線発生装置 1 RU-200 4148 1996年 8,200
IP型X線回折装置 1 R-AXIS(IV) 1998年 18,900
顕微ラマン分光装置 1 日本分光 2002年 23,000
DAC用レーザー加熱装置 1 日本レーザー 2008年 9,500
高周波スパッター装置 1 サンユー電子 2004年 4,700
デジタル・フォスファ・オシロスコープ 1 米国テクトロニクス社　DPO5054 2011年 1,585
３Ｄプロッター 1 ローランドディー．ジー．MDX-40A 2011年 719
動き解析高速カメラ 1 キーエンス　VW-6000 2011年 966
液体ヘリウム再凝縮装置 1 仁木工芸　PT410HeRL-FS 2013年 11,970
微小部X線回析装置 1 RINT-RAPIDⅡ 2013年 32,550
任意波形/ファンクションジェネレータ 1 AFG3251C/テクトロニクス 2014年 842
高感度CMOSデジタルカメラ 1 ORCA-Flash4.0/浜松ホトニクス 2014年 2,309
高解像度Ｘ線イメージングユニット 1 M11427-42-YAG/浜松ホトニクス 2014年 2,155
Ｘ線イメージングシステム用ステージ 1 理学相原精機 2014年 1,047
三次元水圧マイクロマニピュレータ 1 WR-6-1/成茂科学器械研究 2014年 567
Hydrothermal ダイヤモンドセル 1 Model HDAC III 2015年 1,068
プログラム温度コントローラ 1 200V-30A 2016年 594
密度・音速測定用高温真空炉 1 ナガノ 2016年 6,296
カービンコータ（ヘッドステイ付） 1 CADE-HS/NN, メイワフォーシス 2017年 1,390

佐々木研究室
1000トン超高圧発生装置 1 NP-1000 1988年 基礎工より移管

高圧発生装置 1 キュ—ビック型700ton 1995年 27,538
原子間力顕微装置AFM 1 SIIナノテクノロジーNanopics 2003年 秋田大学より移管

月面観測用画像分光望遠鏡 1 JFEテクノリサーチALIS 2003年 秋田大学より移管

スライディングルーフ天体観測ドーム 1 協栄産業SR-2x4.5 2004年 2,888
電子スピン共鳴装置 1 JEOL/JES-FA200 2009年 20,000

芝井研究室
赤外線分光光度計 1 BOMEM社製 2008年 名古屋大学より移管

高剛性・精密型X軸ステージ 1 シグマ光機 2009年 名古屋大学より移管

軸外放物面鏡 2 Tydex（露） 2009年 名古屋大学より移管

気球搭載用放物面鏡サポート 1 住友重機械工業 2009年 名古屋大学より移管

気球搭載用クライオスタット 1 住友重機械工業 2009年 名古屋大学より移管

リチウム電池IM90-9(S)専用充電器 1 新神戸電機 2009年 名古屋大学より移管

高剛性高強度ミラー 3 NEC東芝スペースシステム 2010年 名古屋大学より移管

気球搭載遠赤外線干渉計 1 大阪大学 －
宇宙観測データ解析用サーバー 1 大阪大学 2011年 9,941
恒温槽（-40～+100℃） 1 タバイエスペック 常深研より移管

松本研究室
クリーンルーム 1 1994年 20,000
Ｘ線発生装置 1 1995年 12,000
二結晶分光器 1 1997年 30,000
２１ｍビームライン 1 1997年 25,000
I.T STAR DOME 2800 観測室付き 1 アストロ工学工業（株） 2004年 3,780
CCD評価装置 1 浜松ホトニクス㈱　SSD-01 2004年 4,673
開放型マイクロフォーカス 1 浜松ホトニクス㈱　L8321-01 2004年 13,965
高性能三次元空気ばね式防振台 1 ヘルツ株式会社　TDIS-2012LAKY 2005年 1,595
パルスチューブ冷凍機 1 岩谷瓦斬株式会社　P007 2005年 1,352
NeXT衛星SXIシステム 1 三菱重工株式会社 2005年 9,870
パルスチューブ冷凍機用コンプレッサー 1 岩谷産業株式会社 2006年 14,679
ＮＡＳマシン 1 ｼｰﾃｨｰｿﾘｭｰｿﾝ社　RANS-5250GBSR2 2007年 815

ターボキューブ排気ユニットキャスター 1
ファイファーバキューム
TSH071/MVP035-2DN63

2008年 1,491
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品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

松本研究室
CCDカメラ冷却装置 1 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTN 2008年 2,520
CCDカメラ冷却装置 2 岩谷瓦斯(株)製　CRT-P007-HTH 2009年 4,986
CCD実験用大型真空装置 1 堀口鉄工所製　CV-500 2010年 1,480
冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2010年 2,205
冷凍機 1 住友重機械工業㈱　SRS-2110 2011年 2,352
MIO-PreFMボード 2 三菱重工株式会社　99AS50505 2012年 3,215
SpaceCard-PreFMボード 1 三菱重工株式会社　99AS50506 2012年 1,665
1段スターリング冷凍機駆動電源 1 住友重機械工業㈱　KE0757TA 2012年 9,996

寺田研究室
イオンマイクロアナライザー 1 日立IMA2A 1980年 34,700
AFM装置 1 JSPM4200 1999年 16,275
ガスクロマトグラフ質量分析計　  1 JEOL AMS-Sun200 2002年 8,358

振動磁力計・大型ﾍﾙﾑﾎﾙﾂｺｲﾙ
ﾎﾟｰﾙﾋﾟｰｽ型電磁石

1 2002年 1,300

３Dリアルサーフェス顕微鏡一式 1 VE9800　キーエンス 2006年 13,177
エネルギー分散型X線分析装置 1 Genesis 2000 EDAX 2006年 7,140
高周波電子スピン共鳴年代測定装置 1 2008年
テラワットコヒーレント白色光ライダー受信装置 1 2008年
分析走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-6010A 2012年 11,949
ネオオスミウムコーター 1 Nwoc-STB 2012年 2,262
電子スピン共鳴年代測定装置 1 JES-X320 2013年 36,750
MULTUM-SIMS 1 JEOL製 2006年
フェムト秒レーザー 1 スペクトラフィジックス社製 2013年 25,200
真空蒸着装置 1 JEE-420 2013年 2,310

中嶋研究室
顕微フーリエ変換赤外分光光度計 1 MFT2000 1993年 15,995

ﾗﾏﾝ・ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ分光ｼｽﾃﾑ
顕微ﾗﾏﾝ分光ｼｽﾃﾑ
顕微ﾗﾏﾝ分光用顕微鏡及びﾚｰｻﾞｰ光源

1 Raman One 1994年 9,260

レーザー顕微鏡 1 FUX-B5SP-Ar 1998年 6,915
DNAシーケンサー 1 SQ-5500 1998年 6,405
近接場顕微分光装置 1 POPS NFIR-200 2000年 37,931
生体分子精製装置 1 AKTA purifier 2001年 6,332
化学発光解析装置 1 Fluor-S/MAX 2001年 6,294
顕微可視分光計用検出器システム 1 DV4200E 2003年 4,515
顕微赤外分光用近接場顕微鏡 1 NFIR-300N 2003年 22,312
流体その場観察セル 1 H-ATR200 2004年 4,998
高温高圧その場観察装置 1 HP-IR1000 2004年 7,998
３次元顕微鏡　冷却カラーCCDカメラ 1 DB441 F1 2004年 4,501
３次元顕微鏡　オートフォーカスZ軸 1 AF Z 2004年 1,910
３次元顕微鏡　3D画像解析システム 1 Auto ３D 2004年 2,588
比表面積測定装置 1 Shimadzu FlowSorb III 2305 2008年 2,069
TG/DSC 熱分析装置 1 NETZSCH STA499F3 Jupiter 2009年 11,581
水熱合成装置 1 HPテクノス 社製 2010年 6,500
ラマン顕微鏡 1 XploRA 2011年 13,944
熱分析装置STA449F3用ハイスピード炉 1 NETZSCH 2011年 3,076
赤外顕微鏡システム 1 IRT-5200OH 2014年 4,795

フーリエ変換赤外分光光度計 1 FT/IR-4100STOH 2014年 1,978
分子間相互作用解析装置 1 Single-Q 2014年 1,580
ガスクロマトグラフ質量分析装置 1 GCMS-QP2010 2015年 8,694
紫外可視分光光度計 1 V-750CH 2015年 1,976
ガスクロマトグラフ質量分析装置 1 GC/MSソリューション（ソフト） 2016年 1,468

長峯研究室
並列計算機 1 VT, 2U Rack Customized Server 2014年 4,733
データストーレージ 1 ラックマウント型ストーレージシステム 2015年 648

並列計算機 1
Visual Technology VT64 Server E5-
1TF(V4)

2016年 2,236

並列計算機 1 Real Computing RC Viento 2016年 480
並列計算機 1 RC C-Serverクラスタリングシステム 2016年 4,999
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教務関係 

 

 理学部物理学科のカリキュラムについては、前年度までのものを継続した。

学部成績の GPA 制度は、全学年に行き渡った。理学研究科宇宙地球科学専攻の

大学院カリキュラムについて、本年度については、変更は無かった。2015 年度

より、博士後期課程への進学を前提としたプログラムとして、大学院理学研究

科にもオナープログラムが設置され、宇宙地球科学専攻から１名が採用されて

いるが、今年度（2017 年度）の新たな採用はなかった。 

 第三期中期目標に向けた大規模な教育改革の一環として学事暦が４学期（春

学期、夏学期、秋学期、冬学期）制に変更され、平成 29 年度より開始した。そ

れにむけ、学部大学院とも、物理学、宇宙地球科学分野のカリキュラムの再検

討／再構築を行なった。大学院では、２年に 1 回、２単位として開講されてい

た講義の約半数（要確認）は、毎年に１単位の講義として開催されるようにな

った。また、２単位の講義でも、２コマを使い集中的に講義を行ったケースも

ある。 
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博士前期課程大学院入試（第 1 次募集と第 2 次募集） 

 

宇宙地球科学専攻は、8 月末もしくは 9 月初めに物理学専攻と合同で第 1 次

募集の大学院入学試験を行うと同時に、平成 17 年度からは、より広い分野から

の人材を受け入れるべく、10 月に専攻独自の第 2 次募集を行っている。 

第 1 次募集（定員 28 名）は、平成 29 年 8 月 29 日～8 月 31 日に行われた（出

願期間：平成 28 年 7 月 6 日～10 日、合格発表：9 月 7 日）。筆記試験は 8 月 29

日 9:00-12:30 に物理、14:00-15:00 に英語の試験が行われた。これに引き続い

て口頭試問が 8 月 30 日 10:00-18:00 と 31 日 9:30-13:00 に行われた。宇宙地

球科学専攻の合格者は 35 名であった（入学者は 30 名）。 

第 2 次募集（定員若干名）は、平成 29 年 10 月 28 日に筆記試験と口頭試問が

行われた（出願期間：平成 28 年 10 月 12 日～13 日、合格発表：11 月 8 日）。

9:30-10:30 に英語、11:00-12:30 に宇宙地球科学・小論文の筆記試験が行われ

た。小論文は、天文学・宇宙物理、地球科学、物性、一般物理などの分野の 4 問

のうち 2 題選択とした。引き続いて口頭試問が 14:00 から行われた。この試験

の結果、12 名の受験者から 4 名が合格した（入学者 4 名）。 

 

第 1 次募集、第 2 次募集を合わせて、合計 34 名が博士前期課程に入学した。

大学院の過去の入試問題は、ホームページ 

  http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/japanese/kakomon.html 

に掲載されている。 
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卒業研究合同発表会プログラム 

 

○ 日 時 ： 平成 30 年 2 月 3 日（土） 

○ 場 所 ： F102 講義室 

○ 発表時間： 10 分（発表 7分、質疑応答 3 分） 

○ 世 話 人： 長峯研究室 

 

午前の部 

① 10:00～10:40 

座長：芝井教授  

藤城翔   (長峯研) 

「ALMA に向けた原始星周囲の磁場構造の偏光観測シミュレーション」 

福家朱莉  (中嶋研) 

「火山砕屑性堆積物の摩擦すべり挙動の実験的検証」 

山口若奈  (寺田研) 

「磁気並進運動を用いた揮発性固体の分離・識別装置の開発」 

高谷慧   (川村研) 

「DLA モデルにおける川の分岐角度分布」 

 

② 10:40～11:20 

座長：中嶋教授  

村山純平  (寺田研) 

「月面水探査を見据えた半導体レーザー分光計CRDS(Cavity Ring-Down Spectroscopy) の

開発」 

神谷朝香  (近藤研) 

「金属の熱弾性測定装置の開発」 

坪井隆浩  (芝井研) 

「気球搭載型遠赤外線干渉計FITEの観測計画立案」 

泉智大   (松本研) 

「すざく衛星によるスーパーバブルN44のx線分光観測」 

 

③ 11:20～12:10 

座長：松本教授 

生野雄大  (中嶋研) 

「減衰全反射赤外分光法を用いたポリペプチドの二次構造変化の解析」 
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末松春乃  (芝井研) 

「DIA法を用いた重力マイクロレンズイベントMOA-2016-BLG-242の測光」 

吉田和樹  (近藤研) 

「高圧下におけるH2Oの粘性測定」 

大西佑輝  (佐々木研) 

「Li2O-GeO2系の高温高圧下での相関係」 

 

午後の部 

④ 13:30～14:10 

座長：寺田教授 

藤沼高   (川村研) 

「沈み込み帯を模した不均一バネブロックモデルにおける特異なすべり現象」 

松井弥志  (佐々木研) 

「冥王星表面の氷の昇華と凝結による反射率の変化」 

小林樹   (中嶋研) 

「LOVタンパク質における光情報変換機構」 

山田伊織  (近藤研) 

「水星核条件でのFe-Ni-S-Si系融体の音速」 

 

⑤ 14:10～14:50 

座長：佐々木教授 

朝倉一統  (松本研) 

「微小ピクセル検出器を用いたＸ線偏光検出性能のGeant4による評価」 

宮治耕太郎 (川村研) 

「乱数を導入した乾燥破壊パターンの動的スケーリング」 

松崎太郎  (寺田研) 

「大地震前の電離層TEC異常を与えうるMgOセラミックス圧力誘起電荷の影響」 

渡辺壮流  (川村研) 

「日本の河川の統計的性質」 

 

⑥ 15:00～15:40 

座長：長峯教授 

片岡叡   (芝井研) 

「重力マイクロレンズ現象の位置天文学的観測の検討」 

岡田克也  (中嶋研) 

「顕微可視分光とSEM-EDSによる大谷石の色と元素・鉱物相の分布」 
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中田諒   (松本研) 

「銀河面のNuSTAR硬X線天体のすざく衛星によるフォローアップ観測」 

荻島葵   (佐々木研) 

「月面水資源探査のための霜付き鉱物の近赤外スペクトル観測」 

 

⑦ 15:40～16:20 

座長：川村教授 

神田志穂  (佐々木研) 

「Ryugu simulantを用いた熱疲労実験」 

渡邊宏海  (寺田研) 

「ルナ１６号試料L1613の年代測定に向けての鉱物分析」 

佐伯守人  (芝井研) 

「FITEに搭載する中間赤外線検出器の感度評価」 

吉田俊太郎 (長峯研) 

「木星型惑星の進化に対して自転が及ぼす影響」 
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学位授与 

 

＜修士論文＞  世話役：近藤研究室 

 

羽矢 純也 

 

「1 次元バネブロックモデルにおけるスロースリップ現象への不均一性の 

効果の探求」 

 主査：川村光教授 副査：湯川諭准教授、吉野元准教授（物理） 

阿久刀川 潤 「速度状態依存摩擦則に従う２次元バネブロックモデルのスロースリップ 

現象」 

 主査：川村光教授 副査：廣野哲朗准教授、湯川諭准教授 

池田 光夢 「生態系ネットワークモデルの侵入種数に対する構造の安定性」 

 主査：川村光教授 副査：湯川諭准教授、吉野元准教授（物理） 

池山 優樹 「X 線天文衛星「すざく」と「NuSTAR」を用いた超新星残骸 Cassiopeia A の

精密分光」 

 主査：松本浩典教授 副査：藤田裕准教授、中嶋大助教 

大塚 愛里梨 「気球搭載宇宙遠赤外線干渉計 FITE の遠赤外線検出器の性能評価」 

 主査：芝井広教授 副査：住貴宏准教授、谷口年史准教授 

大西 里実 「X 線天文衛星搭載に向けた小型 X 線 CCD の性能評価システムの構築」 

 主査：林田清准教授 副査：能町正治教授（核物理）、中嶋大助教 

小川 丈彰 「紀伊半島におけるプレート沈み込み境界断層の滑り挙動の解明」 

 主査：廣野哲朗准教授 副査：中嶋悟教授、寺田健太郎教授 

桶間 千遥 「気泡間の分圧差によるマグマ脱ガス機構の提案」 

 主査：佐伯和人准教授 副査：佐々木晶教授、大高理准教授 

河波 俊和 「The difference between macroscopic viscosity and microscopic viscosity 

of crystal-bearing magma: Insights from analog experiments（アナログ

実験による結晶含有マグマのマクロな粘度とミクロな粘度の違いの解明）」 

 主査：佐伯和人准教授 副査：佐々木晶教授、湯川諭准教授 

川端  智樹 「サブ秒角撮像を目指す X線多重像干渉計 MIXIM の基礎開発」 

 主査：林田清准教授 副査：松本浩典教授、住貴宏准教授 

坂之上 聖史 「γ線を照射した NO 含有氷試料およびバサルトファイバーの ESR 測定」 

 主査：佐々木晶教授 副査：大高理准教授、山中千博准教授 

椎野 朱里 「火星表層模擬鉱物試料の蛍光・ラマン分光分析」 

 主査：山中千博准教授 副査：寺田健太郎教授、久冨修准教授 

田坂 直也 「月探査における水分子同位体その場観測装置の開発」 

 主査：山中千博准教授 副査：寺田健太郎教授、佐伯和人准教授 
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http://www.aprim2017.tw/


http://hipacc.ucsc.edu/GalaxyWorkshop2017.html
http://hipacc.ucsc.edu/GalaxyWorkshop2017.html
https://sites.google.com/site/santacruzcomparisonproject/workshops/6th-workshop
https://www.astro.rug.nl/~galpatagonia/speakers.php
http://www.xqw.okayama-u.ac.jp/workshop/axion2017/index.html




http://sumire.pbworks.com/w/page/121225293/Breakout%20Sessions%20-%209th%20Collaboration%20Meeting
http://vis.cmc.osaka-u.ac.jp/cat_gallery/cave_workshop2017/




http://vega.ess.sci.osaka-u.ac.jp/~kn/Images/rigaku_kyoen.pdf
http://www.prc.sci.osaka-u.ac.jp/news
































































佐々木研究室（惑星物質学） 
 

当グループでは、地球をはじめとする惑星の成り立ちとそこでの諸現象について、物質科学を基

にした実験的・理論的アプローチによって研究を進めている。具体的には、隕石や宇宙塵の成因と

原始太陽系における物質の分化、固体天体内部の熱進化と構造形成、地球惑星表層環境を特徴づけ

る地形の成因解明、氷天体における生命居住環境の起源と進化、月惑星探査、マグマの固結や発泡

現象、地球･惑星内部での高温高圧物質科学（圧力誘起構造相転移など）についての研究である。 

 

１．地球科学の研究 

1.1 融体の圧力誘起構造転移の研究 

 高温高圧下での X 線吸収および X 線回折実験（AR-PF 利用）により液体（マントルを構成するケ

イ酸塩の模擬物質であるジャーマネート）の圧力誘起局所構造変化を調べた。さらに X線ラジオグ

ラフィー（AR-PF 利用）による密度測定と粘性率測定を試み、高温高圧融体のこれらの物性と局所

構造の相関を調べている。 

 

1.2 マグマの物理現象を解明するためのアナログ実験研究 

 2 種類の研究を行った。一つは、結晶を含むマグマから、密度の異なる結晶や泡が沈降・浮上し

て抜ける際の見掛けの粘性が、マグマの結晶含有量によって変化するという従来の知見だけでなく、

密度差で分離する粒子と周辺の粒子のサイズ比によっても変化することを、アナログ実験によって

解明した。もう一つは、通常、マグマ中で連結した気泡は火山ガスの移動経路とはならないが、異

種外気の流入によって、安定した脱ガス経路となりうることを、アナログ実験と計算機シミュレー

ションで示した。 

 

２．宇宙科学の研究 

2.1 基礎的な研究 

2.2 応用を目指した研究 

2.2.1 宇宙風化作用に関する研究 

 月、小惑星、水星といった大気の無い固体天体表面では、主に微小隕石の衝突と太陽風の照射に

より、表面の光学物性が変わり反射スペクトルが変化する。典型的には、反射スペクトルの赤化、

暗化、吸収帯の弱化としてあらわれる、この宇宙風化作用という現象は、ナノ鉄微粒子の生成が主

原因と考えられている。パルス幅がナノ秒程度のパルスレーザを用いると、宇宙風化作用に特有な

スペクトル変化をシミュレーションできる。 

 イトカワ粒子や隕石中にはナノ鉄 FeS も含まれている。水星では、表面での鉄の存在度が低く

(数%)、硫黄の方が存在度は高い。そのため宇宙風化作用として、FeS の微粒子も考慮すべきと考え、

FeS をカンラン石、輝石に加えたシミュレーション実験を行い、サンプル観察、スペクトル測定を

行った。FeS の添加は、風化度を高める効果として働き、特徴として赤化だけではなく赤外域の暗

化が見られる。平成 28 年度は FeS の代わりに FeS2を付加した実験を行った。FeS 以上に、スペクト

ルの激しい暗化が観察された。Fe微粒子の生成量が増えた可能性がある。 

一方で、炭素質小惑星の統計的観測から、時間がたつにつれてスペクトルの青化が指摘されてい

た。炭素質隕石へのパルスレーザ照射の場合は、可視域のスペクトルに青化の傾向が生じることが

確認されているが、これにも FeS が何らかのメカニズムで効いているらしい。 
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2.2.2  小天体の形・内部構造に関する研究 

 小惑星 25143 イトカワを主な対象として、太陽系小天体内部の密度分布を推定する手法の開発を

行った。小天体の重力場計算に用いられる手法を拡張することで、小惑星イトカワの内部密度分布

を推定することができた。エロスは、ほぼ均質の内部を持ち、頭部と腹部の密度の違いが有りうる

イトカワとは異なるかも知れない。 

 

2.2.3 木星系探査に関する研究 

 ESA の木星系探査ミッション「JUICE（Jupiter Icy Moons Explorer）」には、機器開発を伴う形

で日本グループが参加することになり、その枠組みは JAXA 宇宙科学研究所のプロジェクトとなった。

2022 年の打ち上げに向けて、木星および衛星系探査のみならず、太陽系の起源や系外惑星という幅

広い周辺課題も含めて、各機器の科学検討メンバーとの議論を行っている。近年は、形成直後の木

星、土星が太陽系内を動径方向に大きく移動する（軌道長半径がいったん小さくなった後にふたた

び増大する）Grand Tak model が提唱されている。そうした履歴が現在の氷衛星にも遺されている

可能性があり、氷衛星上の物質を調べることで木星系全体の形成メカニズムを議論できる。 

 また個々の科学観測機器においては、レーザ高度計（GALA: Ganymede Laser Altimeter）の開発

に参加している。衛星エウロパ、カリストへの多数回フライバイを経て最終的に衛星ガニメデを周

回する軌道へ入る JUICE 計画において、GALA は世界初となる氷天体へのレーザ測距を行い、衛星表

面の起伏や全体形状の測定とともに、潮汐相互作用に伴う衛星の形状や回転の変化をモニターする。

それによって、氷のテクトニクスの全容を把握しその形成メカニズムの理解に迫るとともに、衛星

の内部にその存在が示唆されている「地下海」の有無を決定する。こうした科学目標の具体化と洗

練化を国内外の研究者と連携して行い、機器仕様や観測計画へのフィードバックを行った。 

 

2.2.4 月探査に関する研究 

 次期および将来月探査計画の作成活動に参加している。小型月着陸実証機（SLIM）プロジェクト

に搭載するミッション機器として、鉱物同定用のマルチバンドカメラを設計し、搭載機器候補とし

て開発中である。また、着陸地点の検討、および着陸地点での科学観測の有効性の検討を継続して

行っている。さらに、将来の月極域氷探査への準備として月土壌への着氷状態を再現できる冷却ス

テージを開発した。このステージを使って行った着氷実験の生成物を近赤外分光カメラで測定する

ことによって、月極域探査車に搭載する氷検出装置に必要な性能仕様を提案した。 

 

2.2.5 氷衛星地下海の化学組成に関する研究 

 氷衛星の地下海は低温高圧条件のため、ガス分子があればガスハイドレートが生成しうる環境に

ある。ガスハイドレートの成長にともない取り込まれる可能性のある化学種としてアンモニアに着

目し、その分配係数を評価する研究をすすめた。また、氷衛星の氷地殻におけるアンモニアの動態

についてのモデルを検討し、シミュレーションを行った。 

 

2.2.6  氷天体地下海の安定性と進化に関する研究 

 エウロパなどの巨大惑星の衛星や、冥王星をはじめとする準惑星のように、氷の表面を持つ氷天

体のいくつかに対しては、近年の探査データを通してその内部に地下海の存在が示唆されている。

しかしその地下海の安定性、すなわち海の誕生から現在へと至る進化の描像は不明であることから、

長期的な地下海の進化を記述する数値モデルを構築した。近年理解が急進展する H2O 氷の性質、特

に高圧結晶相の熱的・力学的ふるまいや、海に溶存すると考えられる塩類等との共融組成の状態方
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程式を採り入れ、今後は様々な氷天体における海の構造と組成の進化の描像を数値解析的手法によ

って明らかにする。これによって、「現在の内部状態の把握」に興味が集中している氷天体への現状

の視点から、初めて過去へとさかのぼることで，太陽エネルギーに依存しない深部生命圏の起源と

進化という，宇宙生命学にも通じる普遍的な課題に新たな知見を得る。 

 

2.2.7  ダスト計測器開発 

 2018 年秋に打ち上げ予定の、日欧共同水星探査ミッション「べピコロンボ」には、日本のグルー

プが開発した、ピエゾ素子を用いたダスト計測器が搭載される。水星環境では、ダスト衝突速度は

大きく(5km/s 以上)、これまではそれを想定した高速ダスト衝突実験を行ってきた。2020 年代に打

ち上げ予定の火星衛星探査計画 MMX には、火星周囲のダスト環境を明らかにする目的で、ピエゾ素

子と大面積フィルムを組み合わせたダスト計測器 CMDM を搭載することになり、千葉工業大学、JAXA

等と共同で開発を進めている。火星衛星起源のダストとの相対速度は、数 100m/s から 1km/s 程度と

予想される。宇宙地球科学専攻に現有するダスト加速器を再整備して、これまで 800m/s までのダス

ト加速に成功した。そして、CMDM のプロトタイプは、この低速域のダスト計測に、感度があること

を明らかにした。 
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中屋佑紀，中嶋悟，森泉美穂子，小口真弘，柏木伸介，中庸行 (2017) 

 粉体土壌試料の三次元蛍光分光測定の試み 

  日本腐植物質学会第 33 回講演会，山口大学，山口，2016 年 11 月 16-17 日. 

 

上坂 怜生，桂 誠，中嶋 悟 (2017) 

不凍タンパク質の冷却赤外分光測定 

サーモフィッシャーサイエンティフィック IR/Raman ユーザーズフォーラム，        

大阪，2017 年 6 月 14 日. 

 

上坂 怜生，中嶋 悟 (2017) 

不凍タンパク質の機能評価のための冷却赤外分光法の開発 

日本分光学会，早稲田大学，東京，2017 年 5 月 24 日. 

 

山北絵理，中嶋 悟 (2017) 

 イロハモミジの紅葉過程のその場可視分光測定による色素量と色変化の関係 

  日本分光学会，早稲田大学，東京，2017 年 5月 23-25 日. 

 

山北絵理，中嶋 悟 (2017) 

 SEM/EDS を用いたコケ植物と岩石の相互作用の解析 

  日本地球化学会，東京工業大学，東京，2017 年 9月 13-15 日. 

 

丸山大貴，中嶋悟（2017） 

 雲凝結核生成時における硫酸アンモニウムと鉱物粒子の影響 

  大気環境学会年会，兵庫医療大学，兵庫，2017 年 9月 6-8 日. 

 

堀川卓哉，中嶋悟，桂誠 (2017) 

 岩石の水飽和率・間隙径分布が弾性波速度に及ぼす影響                  

日本地熱学会，函館アリーナ，函館，2017 年 10 月 18-20 日. 

 

Xin Yi Tan，岡田克也，井口智絵，中嶋悟（2017） 

岩石の広域 SEM-EDS 面分析と色分布測定 

サーモフィッシャーサイエンティフィック EDS/XPS ユーザーズフォーラム， 

品川，2017 年 7 月 28 日． 

 

大久雅貴・向吉秀樹・金木俊也・廣野哲朗． 

陸上付加体に発達する断層の摩擦発熱温度評価． 

平成 29 年度日本応用地質学会，P44，岡山，2017 年 10 月 12-13 日． 

 

O. Hisatomi 

Photochemical signal conversion of a light-regulated bZIP module, Photozipper（光制御型

bZIP モジュール Photozipper の光化学情報変換） 

第 38回日本比較生理生化学会東京大会（jscpb2017）福岡大、2017 年 11 月 25-28 日. 
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加藤恭介、山下隼人、久冨修、阿部真之 

Single-Molecular Observation of Light-Regulated-Transcription Module Photozipper by  

High-speed Atomic Force Microscopy（高速原子間力顕微鏡による光転写制御モジュール

Photozipper の 1 分子動態観察） 

第 90回日本生化学会大会（2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）、 

神戸ポートアイランド、2017 年 12 月 6-9 日. 

 

Y. Nakatani1, O. Hisatomi 

Development of a light-regulated bHLH-ZIP transcription factor（光制御型 bHLH-ZIP 転写因

子の開発） 

第 55回日本生物物理学会年会、熊本大学、2017 年 9 月 19-21 日. 

 

S. Tateyama, O. Hisatomi 

DNA-binding of a light-regulated bZIP module, photozipper and Asn131 mutants analyzed  

by quartz crystal microbalance  水晶振動子微量天秤による光制御型 bZip モジュール

photozipper 及び N131 変異体の DNA 結合の解析 

第 55回日本生物物理学会年会、熊本、2017 年 9月 19-21 日. 

 

I. Kokbayashi, Y. Yabe, Y. Nakatani, O. Hisatomi 

Function of Q317 in Photozipper（フォトジッパーにおける Q317 の機能解明） 

第 55回日本生物物理学会年会、熊本、2017 年 9月 19-21 日. 

 

 

研究会 

 

久冨 修  

オプトジェネティックス ー生命活動の光制御に向けてー、日本試薬協会講演会、2017 年 7月 6日. 
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近藤研究室（惑星内部物質学） 

 
当研究室では、地球や惑星・衛星の深部構造と進化の解明を目指し、高温高圧から低温高圧まで

の極限環境下で多様な計測を組み合わせた研究を行っている。主な研究手法としては、静的圧縮装

置であるダイヤモンドアンビルセルやマルチアンビル型装置、また動的圧縮法である高強度レーザ

ーを用い、高圧下での各種物性測定や、放射光を用いた各種その場観察実験法の開発も行っている。

平成 29 年度に行った主な研究活動の状況を以下に記す。 

 

１．地球・惑星・衛星の内部条件における物性測定 

1.1 惑星核条件での鉄合金の音速・密度測定 

 水星核の組成・構造を明らかにすることを目指して、マルチアンビル装置と超音波法による音速

測定を用いて、Fe-Ni-S-Si 融体の音速測定を 15 GPa まで測定し、複数の軽元素の音速に与える効

果について明らかにした。またこれまでに得られた鉄合金融体の弾性定数を用いて、地球型惑星核

の構造・組成に関するモデリングを実施した。また密度測定の圧力拡張を目指して、ダイヤモンド

アンビルを用いてＸ線吸収法による密度測定法の開発を行い、Fe と In 試料を用いてＸ線回折によ

る密度と比較して測定精度の評価を行った。この結果、In の固体および液体密度を 18 GPa, 500 K

の条件まで精度良く測定することに成功した(Takubo et al. 2018)。さらに新学術領域研究の共同

研究の一環として、鉄合金の弾性定数の精密決定のために物性測定炉を立ち上げ、１気圧における

試料形状その場観察から Fe および Ni 固体の密度測定を行い、1800 K までの密度の温度変化を調べ

た。 

 

1.2 氷天体内部における相関係と物性測定 

近年の探査機による観測より、木星や土星の氷天体内部には液体水が存在する事が示唆されてい

る。表層における低温氷の相転移や内部に存在する様々な塩類を含む流体の性質を実験的に調べる

事は、これらの構造や進化の理解の上で重要である。本年は、ダイヤモンドアンビルセルを用いた

落球法による高圧水の粘性測定を行い、液体密度が有る程度分かっている場合の粘性係数の測定精

度について検討を行った。また、SQUID を用いた純水や塩を含む系の低温下における相転移を、磁

化率変化から検出する試みを行った。また、H2O-硫酸塩系に関して KEK-AR においてダイヤモンドア

ンビルセルを用いた高圧下 X線その場観察実験を行い、従来より提唱されている相関係が異なって

いることを見いだした。 

 

2. 大型レーザー装置を使った地球惑星科学研究 

2.1 隕石衝突に起因する金属/ケイ酸塩の分離過程の解明 

 地球型惑星の金属核とケイ酸塩マントルとの分離様式は、惑星表層からの全溶融状態（マグマオ

ーシャン）中での分離プロセスと、固体マントル中での金属の移動プロセスとに大別される。後者

のプロセスでは、金属がある程度濃集・集合することが必要とされる。この濃集過程としてこれま

ではマグマオーシャン中での鉄合金の分離・濃集が考えられてきた。しかし大規模なマグマオーシ

ャンを経験しない小惑星などでも核の存在が判明している。また近年のシミュレーションによる分

離モデルでは、惑星表面での隕石衝突により引き起こされる局所的な金属/ケイ酸塩の分離が熱エネ

ルギーを発生し、これが未分化天体内部全体に伝搬し、全体が分離するトリガーとなることが報告
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されている。そこで本研究では、衝突起因の金属/ケイ酸塩の分離プロセスの有無を検証することを

目的とし、未分化天体を模擬した鉄合金とケイ酸塩の混合粉末試料を使って衝撃回収実験を行った。

回収試料の電子顕微鏡観察画像を解析することで、試料表面側では試料が溶融した結果、鉄合金が

合体成長している様子が、また鉄合金のみが溶融したと考えられるような、ケイ酸塩の粒間に鉄合

金が浸透している様子が観測された。また、鉄合金粒子の形状分析からは、試料表面側で鉄合金粒

子の扁平が見られ、試料の深さ方向へその変形度合いは弱まっていることがわかった。また鉄合金

粒子の面積割合の分布は、表面側ほど鉄合金の割合が大きく、深くなるほどその割合は小さくなっ

ている傾向を示すことがわかった。これは試料の空隙率の深さ方向の変化では単純に説明できず、

衝撃波伝搬が鉄合金粒子の形状分布に影響を与えていることを示唆する結果である。 

 

2.2 隕石中の高圧変成鉱物の生成条件解明 

 隕石中には母天体の破壊やその後の衝突履歴を受けた後に生成されたと考えられる様々な高圧変

成鉱物が発見されている。近年では地球の下部マントルの主要鉱物であるケイ酸塩ペロブスカイト

相も隕石中に発見されており、地球下部マントルに相当する高圧相の急冷凍結現象が自然界に存在

していたことを示している。我々はこれまで大型レーザーを用いた実験で隕石衝突を模擬した鉱物

の完全回収に成功したが、隕石中に存在するような高圧相は未だ発見できていなかった。そこで、

より長いレーザーパルス生成の基礎技術開発およびそのレーザー衝撃を受けた試料回収を念頭に、

数十ナノ秒～マイクロ秒のタイムスケールにおけるレーザー衝撃圧縮実験を行い、鉱物の相転移の

観察、相転移の速度論や、隕石中の高圧相生成および成長過程や物性などを解明することを目的と

している。数十ナノ秒の大型レーザーを用いて、回収実験を行った結果、オリビンとクォーツの回

収試料のＸ線回折観察では、初期試料やその高圧相の回折パターンでは説明できないピーク（不明

ピーク）が観測された。これまでに回収した試料も再解析したところ、クォーツ粉末試料に関して

は、不明ピークが存在していため、物質の種類や粒径などの実験条件の違いによって、変化が現れ

たと考えられる。 

 

2.3 地球核およびスーパーアース中心核条件での音速と密度の関係 

 地球核、特に外核の組成に制約条件を与え、地球・惑星の形成過程を理解することを目的として、

高圧発生手法のうち動的圧縮法の１つであるレーザー衝撃圧縮法を使って、地球中心からスーパー

アースに至る大型惑星の中心核条件における鉄合金などの音速測定を行っている。同じ圧力で比較

した場合、シリコンを含有した鉄合金は純鉄よりも音速は大きく、ニッケルを含有した鉄合金は純

鉄よりも音速は小さくなることがわかった。また音速と密度の関係においては、鉄合金だけでなく

シリコンやニッケルに対しても線形に変化する傾向（バーチ則）が見られた。音速の密度に対する

変化率は、純鉄へのシリコンやニッケルの含有量の増加に伴って、線形に変化する傾向が見られた。 

 

2.4 地球外核条件での音速測定に向けた試料予備加熱システムの開発 

これまでに行ってきた音速測定の実験条件では、外核上部のような地球核の中でもより低い圧力

で溶融した鉄合金の音速測定は難しい。そこで、試料を予め加熱した状態でレーザー衝撃圧縮を行

うこと（オフユゴニオ）で外核上部条件を実現するための予備加熱システム開発を行っている。 
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3. 基礎物性の精密測定技術開発 

・氷の誘電特性測定のための三端子容量法による精密誘電率測定装置の開発 

・ナノスケールスピングラスの磁気測定（物理専攻小林研との共同研究） 

・フラストレート磁性体であるパイロクロア酸化物 RE2Ru2O7(RE:希土類)の非線形帯磁率測定によ

るスピングラス転移の研究 

・横方向交流帯磁率測定による金属スピングラスのランダム磁気異方性の定量評価の研究 

 

発表論文 

1. Takubo, Y., H. Terasaki, T. Kondo, S. Mitai, S. Kamada, T. Kikegawa, A. Machida, Development of 

density measurement for metals at high pressures and high temperatures using X-ray absorption 

imaging combined with externally heated diamond anvil cell, Comptes Rendus Geoscience, in 

press. 

2. Kubo T., Mari Kono, Masahiro Imamura, Takumi Kato, Seiichiro Uehara, Tadashi Kondo, Yuji 

Higo, Yoshinori Tange, Takumi Kikegawa, Formation of a metastable hollandite phase from 

amorphous plagioclase: A possible origin of lingunite in shocked chondritic meteorites, Phys. Earth 

Planet. Inter., 272, 50-57, 2017 

3. Terasaki, H., K. Nishida, Density and elasticity measurements for liquid materials. In Magmas 

Under Pressure: Advances in High-Pressure Experiments on Structure and Properties of Melts (Eds. 

Y. Kono, C. Sanloup), Elsevier, in press, 2018. ISBN-13: 978-0128113011 

4. Kato, H., K. Shigemori, H. Nagatomo, M. Nakai, T. Sakaiya, T. Ueda, H. Terasaki, Y. Hironaka, K. 

Shimizu, H. Azechi, Effect of equation of state on laser imprinting by comparing diamond and 

polystyrene foils, Physics of Plasmas, 25, 032706, 2018 

5. Kishimoto, S., Urakawa, S., H. Terasaki, S. Kuwabara, K. Nihida, T. Sakamaki, A. Takeuchi, K. 

Uesugi, Metal-Silicate Separation Process in the Planetary Interior, SPring-8/SACRA Research 

Report, 6, 2018. 

6. Strong suppression of spin Hall Effect in spin-glass metal, H. Taniguchi, M. Maki, T. Arakawa, T. 

Taniguchi, Y. Niimi and K. Kobayashi, Proceedings of PASPS9, 2017 

7. Extraordinary Hall effects and spin Hall effects in ternary alloy spin glasses, H. Taniguchi, K. Yamagishi, 

T. Arakawa, T. Taniguchi, Y. Niimi and K. Kobayashi, Proceedings of SpinTECH9, 2017 

 

学会研究会発表 

国際会議 

○Japan Geoscience Union- American Geophysical Union Joint meeting 2017, May 20-25/2017, Makuhari, 

Chiba (International session) 

・ H. Terasaki, K. Nishida,S. Urakawa,Y. Shimoyama、Y. Higo, Constraint on composition and size of lunar 

Fe-Ni-S core, SIT22-40. 

・ Y. Shimoyama, H. Terasaki, S. Urakawa, Y. Takubo, T. Watanuki, A. Machida, Y. Katayama, T. Kondo, 

Thermoelastic properties of iron-carbide melts under high pressure: implication for carbon in the lunar 

interior, SIT22-41. 

・ S. Urakawa, H. Terasaki, Y. Takubo, Y. Shimoyama, F. Kurokawa, M. Maki, R. Saito, A. Machida, 

Density of Fe-FeS binary melts at high pressures, SIT22-P36. 
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・ T. Sakaiya, T. Kondo, H. Terasaki, K. Shigemori, Y. Hironaka, Sound velocity and density of liquid iron 

alloys under Earth’s core pressures by laser-shock compression, SIT22-P37. 

・ Akira Hasegawa, Kenji Ohta, Takashi Yagi, Kei Hirose, Tadashi Kondo, Lattice thermal conductivity of 

(Mg,Fe)O magnesiowüstite. 

・ D. Ikuta, A. Sano, Y. Shibazaki, H. Terasaki, L. Yuan, T. Hattori, E. Ohtani, Pressure-volume-temperature 

relations for hydrogen volume and content in iron hydride at high pressure and high temperature, 

SIT22-P42. 

○The 10th International Conference on Inertial Fusion Sciences and Applications, Saint Malo, France, 

September 11-15, 2017 

・ H. Kato, K. Shigemori, H. Nagatomo, H. Yamada, S. Ohmagari, A. Chayahara, Y. Mokuno, M. Nakai, T. 

Sakaiya, H. Terasaki, Y. Hironaka, and H. Azechi, Temporal evolution of spatial perturbation on diamond 

foils due to non-uniform laser irradiation. 

○High Pressure Mineral Physics Seminar-9, Sep. 24-28, 2017, Saint Malo, France. 

・ H. Terasaki, M. Maki, Y. Shimoyama, K. Nishida, S. Urakawa, Y. Takubo, Y. Shibazaki, T. Sakamaki, Y. 

Higo, A. Machida, T. Kondo, A. Rivoldini, Sound velocity and elastic properties of liquid Fe–Ni–Si at 

high pressure. 

・ K. Nishida, Y. Shibazaki, H. Tobe, H. Terasaki, Y. Higo, D. Wakabayashi, N. Funamori, A. Suzuki, Sound 

velocity measurements in the liquid Fe-S system up to 20 GPa using ultrasonic pulse-echo method. 

・ D. Ikuta, E. Ohtani, A. Sano-Furukawa, Y. Shibazaki, H. Terasaki, L. Yuan, T. Hattori, 

Pressure-volume-temperature behaviors for hydrogen content and volume in iron hydride at high 

pressure and high temperature.  

○International Symposium and FY2017 Annual General Meeting of Interaction and Coevolution of the Core 

and Mantle Toward Integrated Deep Earth Science, Mar. 26-28, 2018, Matsuyama, Japan. 

・ H. Terasaki, A. Kamiya, Density measurement of metals at high temperatures using newly designed 

furnace. 

○SpinTECH IX, June 4-8 (2017) Fukuoka International Congress Center. 

・ H. Taniguchi, K. Yamagishi, T. Arakawa, T. Taniguchi, Y. Niimi and K. Kobayashi, Extraordinary Hall 

effects and spin Hall effects in ternary alloy spin glasses. 

 

主要学会 

○日本地球惑星科学連合 2017 年大会, 2017 年 5 月 20—25 日、幕張メッセ、千葉 

・ 寺崎英紀、下山裕太、真木まゆみ、黒川冬華、浦川啓、西田圭佑、斉藤龍之介、田窪勇作、柴

崎裕樹、坂巻竜也、町田晃彦、肥後祐司、近藤 忠,  Fe-Ni-S 融体の弾性特性から探る火星内部

構造, PPS10-13 (招待講演） 

○日本鉱物科学会 2017 年会，2017 年 9 月 12-14 日, 松山 

・ 坂巻竜也，寺﨑英紀，柴﨑裕樹，戸邉宙，下山裕太，肥後祐司，鈴木昭夫，高温高圧下での鉄-

珪素合金の弾性波速度測定. 

○日本惑星科学会 2017 年秋季講演会，2017 年 9 月 27-29 日, 大阪  

・ 藤川勇志, 境家達弘，寺崎英紀，近藤忠，重森啓介，隕石衝突に起因する金属ーケイ酸塩鉱物の

分化過程を模擬した回収実験. 

・ 原田啓多, 白田実希, 近藤忠,低温高圧下での H2O 及び MgSO4, NaCl を加えた系での相境界の

観察  
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○第 58 回高圧討論会, 1B05, 2017 年 11 月 8-10 日, 名古屋 

・ 寺崎英紀，下山裕太，西田圭佑, 坂巻竜也，柴崎裕樹，肥後祐司，丹下慶範，川井型プレスを用

いたＸ線イメージング吸収法による固体鉄の密度測定. 

・ 浦川啓, 寺崎英紀，田窪勇作，下山裕太，町田晃彦，Fe-S メルトの断熱温度勾配と惑星核の固

化. 

・ 田窪 勇作，寺崎 英紀，近藤 忠, 三田井 慎吾，廣海 真吾，大川 耀平，亀卦川卓美，Ｘ線イメ

ージ吸収法によるインジウム密度の圧力変化. 

・ 西田圭佑, 柴崎裕樹，戸邊宙，寺崎英紀，肥後祐司，若林大佑，船守展正，鈴木昭夫，20 GPa

までの Fe-S 系メルトの音速測定 II. 

・ 近藤忠, 三田井慎吾，田窪勇作，寺崎英紀，山下智也，三宅亮，亀卦川卓美，高圧下における

Fe-S-O-H 系反応, 日本高圧討論会, 2P26, 2017 年 11 月 8-10 日, 名古屋 

・ 生田大穣, 大谷栄治，佐野亜佐美，柴崎裕樹，寺崎英紀，袁亮，服部高典， Pressure-volume- 

temperature behaviors of iron hydride at high pressure and high temperature based on neutron diffraction 

study. 

○日本物理学会 第 73 回年次大会（2018 年）2018 年 3 月 22 日～25 日、東京理科大学（野田キャン

パス） 

・ 竹内徹也, 谷口年史, 芳賀芳範, 中島美帆, 天児寧, 田原大夢, 木田孝則, 萩原政幸, 安富洋

介, 屋良朝之, 伊覇航, 辺土正人, 仲間隆男, 大貫惇睦, スピングラスを示すEuCu2Si2単結晶

におけるホール効果. 

・ 谷口祐紀, 荒川智紀, 谷口年史, 新見康洋, 小林研介，CuMnBi スピングラスにおけるスピンホ

ール効果の抑制. 

 

研究交流 

○Earth in Five Reactions – A Deep Carbon Perspective Workshop (3/22-23/2018, Washington DC, USA)  

・H. Terasaki, 討論参加. 

 

研究会 

○光・量子ビーム科学合同シンポジウム（大阪大学・銀杏会館）2017 年 5月 9-10 日 

・ 近藤忠, 計画課題型共同研究報告「レーザー地球惑星科学」 

・ 近藤忠 他，高圧鉱物生成に関するタイムスケールと隕石の衝撃変成起源に関する研究(ポスタ

ー発表) 

・ 境家達弘 他，鉱物回収実験におけるその場観測手法の開発(ポスター発表) 

・ 薮田ひかる，藤岡光，境家達弘，近藤忠 他，窒素大気下における模擬彗星氷物質のレーザー

衝突実験(ポスター発表) 

○ハイパワーレーザーによる高密度科学調査専門委員会報告会（大阪大学・レーザー科学研究所）

2017 年 9月 29 日 

・ 近藤忠，「地球惑星科学の諸問題とハイパワーレーザーへの期待」 

○理学研究科研究校交流セミナー（大阪大学・理学研究科・南部陽一郎ホール）2017 年 10 月 16 日 

・ 近藤忠, 「地球深部と形成期の実験的再現」(講師) 
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芝井研究室（赤外線天文学） 
  

 本研究室の研究分野は赤外線天文学であり、主要研究テーマは「太陽系外惑星系・原始惑星系円

盤の観測研究」である。スペース赤外線望遠鏡および地上望遠鏡を開発、使用して、急速に進展し

つつある太陽系外惑星探査、および系外惑星本体及び星周円盤のダスト（星間塵）の赤外線観測を

研究の中心とする。 

 本年度はニュージーランドの MOA-II 望遠鏡、宇宙科学研究所望遠鏡、ALMA 電波望遠鏡などを用

いて、太陽系外惑星、原始惑星系円盤の観測を行った。また、世界初の宇宙遠赤外線干渉計の改良、

フライト準備、次世代遠赤外線アレイセンサーの開発を行った。さらに世界初の近赤外線重力マイ

クロレンズ観測 PRIME 望遠鏡の建設を始めた。将来の展開への準備として、次世代宇宙赤外線望遠

鏡 SPICA 計画の検討を国際協力で進めた。 

 本研究室は 2007 年度に芝井の着任と共に発足したが、2018 年度からは「赤外線天文学グループ」

として、教授二人体制で運営される。 

 

１. 星周円盤・系外惑星の可視光・赤外線観測 

 

1.1 重力マイクロレンズ現象による系外惑星の探索 

 名大他との共同研究 MOA プロジェクトを推進し、重力マイクロレンズ現象を利用して系外惑星の

探索を継続した。ニュージーランドに 1.8m 望遠鏡を建設し、約 5千万個の星を毎晩 10〜50 回と高

頻度で観測する事により、世界で初めて 1日程度の短い増光現象を検出できる。これにより、星か

ら遠い軌道を回る惑星の存在量や、主星を持たない浮遊惑星を発見して、その存在量を見積もり、

それらの形成過程の解明を目指している。H29 年度は、3-4 個の系外惑星を発見した。 

 

1.2 原始惑星系円盤の高解像観測 

 ALMA 望遠鏡を用いたサブミリ波偏光の観測により、原始惑星系円盤においてダストが 1mm 以上の

サイズにまで成長していることを明らかにした。これはダストの自己散乱を検出した世界初の成果

である。今年度はこれをさらに進めて、円盤中の特定の場所でダストが自己成長する過程を捉える

べく ALMA による観測を行った。 

 

1.3 原始惑星系円盤を持つ天体のモニター観測 

円盤構造の時間変動現象を調べることを目的とし、原始惑星系円盤を持つ 12天体のモニター観測

を可視・近赤外の計 5バンドで継続した。観測には、独自に開発した宇宙科学研究所屋上望遠鏡専

用の可視・近赤外同時撮像カメラを用いている。今年度も新たに観測データを取得するとともに、

これまでの観測結果を論文として投稿準備中である。 

 

 

２. 宇宙遠赤外線干渉計、次世代宇宙赤外線望遠鏡 

 

2.1 大気球搭載型の宇宙遠赤外線干渉計 FITE のフライト準備 

 遠赤外線波長域（30-300 ミクロン）において 1秒角の解像度による観測を実現するために、遠赤

外線干渉計（Far-Infrared Interferometric Telescope Experiment: FITE）を開発してきた。2018
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年 4、5月にオーストラリア・アリススプリングス基地から初フライトを実施するべく、機材の発送

と実験準備を行った。 

 

2.2 次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA 

 我が国が主導する次世代宇宙赤外線望遠鏡 SPICA（Space Infrared Telescope for Cosmology and 

Astrophysics）計画の実現に向けて、日本側研究代表者として、宇宙研はじめ国内関連研究者を統

合するとともに、ヨーロッパとの国際協力を推進した。欧州宇宙機関 ESA 側のプロジェクト発足を

待っている状態である。 

 

2.3 近赤外線重力マイクロレンズ望遠鏡 PRIME  

 世界初の近赤外線重力マイクロレンズ観測 PRIME 望遠鏡の建設を始めた。新たに口径 1.8m の望遠

鏡を製作し、NASA から最新の近赤外線アレイセンサーの供給を受けて、南アフリカ天文台が建設す

るドームに設置する。これによって、恒星数密度が極めて高い銀河系のバルジ中心部方向について

も、手前の暗黒星雲を透過して重力マイクロレンズ現象を観測できるようになると期待される。 

 

2.4 太陽系外惑星大気分光観測用装置の開発 

 太陽系近傍の地球型系外惑星におけるハビタビリティの検証およびバイオマーカーの探査の実現

のために、NASA が計画する Origins Space Telescope (OST)に搭載する高安定分光測光装置の設計

を行った。また、NASA Ames Research Center において進める、高安定分光測光装置の試験機の性

能評価を行うための準備を進めた。 

 

 

３. 国際協力 

 SPICA 計画は欧州 16か国、米国、カナダとの共同プロジェクトとして実現を目指している。欧州

の代表はオランダ宇宙科学研究所 SRON（グロニンゲン大学）であり、密接な交流を行っている。ま

た太陽系外惑星の大気分光の実現に向けて、英国の UCL および University of Cardiff と共同で研

究を推進した。MOA の研究は、ニュージーランド、米国との共同研究である。米国 NASA の次世代宇

宙望遠鏡計画WFIRSTへの日本の参加を推進するWFIRST ワーキンググループを宇宙科学研究所に設

置した。建設を始めた PRIME 計画は、NASA、南アフリカ天文台、アストロバイオロジーセンターの

参加による国際共同研究である。 

 

 

発表論文 

 

1. “Pupil Masks for Spectrophotometry of Transiting Exoplanets.”  

Itoh, S., Matsuo, T., Goda, S., Shibai, H., Sumi, T. 

 The Astronomical Journal 154, 97. (2017) 

 

2. “Ground-based Parallax Confirmed by Spitzer: Binary Microlensing Event 

MOA-2015-BLG-020.” 

Wang, T., Zhu, W., Mao, S., Bond, I.A., Gould, A., Udalski, A., Sumi, T., Bozza, V., Ranc, C., Cassan, A., 

Yee, J.C., Han, C., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., Bennett, D.P., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., 

- 117 -



Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Kawasaki, K., Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, 

Y., Miyazaki, S., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Rattenbury, N., Saito, T., Sharan, A., Shibai, H., 

Sullivan, D.J., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yonehara, A., MOA Collaboration, KozLowski, S., 

Mroz, P., Pawlak, M., Pietrukowicz, P., Poleski, R., Skowron, J., Soszynski, I., Szymanski, M.K., Ulaczyk, 

K., OGLE Collaboration, Beichman, C., Bryden, G., Calchi Novati, S., Carey, S., Fausnaugh, M., Gaudi, B.S., 

Henderson, C.B., Shvartzvald, Y., Wibking, B., Spitzer Team, Albrow, M.D., Chung, S.-J., Hwang, K.-H., 

Jung, Y.K., Ryu, Y.-H., Shin, I.-G., Cha, S.-M., Kim, D.-J., Kim, H.-W., Kim, S.-L., Lee, C.-U., Lee, Y., 

Park, B.-G., Pogge, R.W., KMTNet Collaboration, Street, R.A., Tsapras, Y., Hundertmark, M., Bachelet, E., 

Dominik, M., Horne, K., Figuera Jaimes, R., Wambsganss, J., Bramich, D.M., Schmidt, R., Snodgrass, C., 

Steele, I.A., Menzies, J., and RoboNet Collaboration 

 The Astrophysical Journal 845, 129. (2017) 

 

3. “MOA-2012-BLG-505Lb: A Super-Earth-mass Planet That Probably Resides in the Galactic 

Bulge.” 

Nagakane, M., Sumi, T., Koshimoto, N., Bennett, D.P., Bond, I.A., Rattenbury, N., Suzuki, D., Abe, F., 

Asakura, Y., Barry, R., Bhattacharya, A., Donachie, M., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Li, M.C.A., Ling, 

C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Matsuo, T., Muraki, Y., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, T., Sharan, A., Shibai, 

H., Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yamada, T., Yonehara, A., and MOA Collaboration 

The Astronomical Journal 154, 35. (2017) 

 

4. MOA-2016-BLG-227Lb: A Massive Planet Characterized by Combining Light-curve Analysis 

and Keck AO Imaging. 

Koshimoto, N., Shvartzvald, Y., Bennett, D.P., Penny, M.T., Hundertmark, M., Bond, I.A., Zang, W.C., 

Henderson, C.B., Suzuki, D., Rattenbury, N.J., Sumi, T., and, Abe, F., Asakura, Y., Bhattacharya, A., 

Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., 

Matsuo, T., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, T., Sharan, A., Shibai, H., Sullivan, D.J., 

Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., Yonehara, A., MOA Collaboration, Gelino, C.R., Beichman, C., 

Beaulieu, J.-P., Marquette, J.-B., Batista, V., Keck Team, Friedmann, M., Hallakoun, N., Kaspi, S., Maoz, D., 

Wise Group, Bryden, G., Calchi Novati, S., Howell, S.B., UKIRT Team, Wang, T.S., Mao, S., Fouque, P., 

Microlensing Survey, C.-K., Korhonen, H., Jorgensen, U.G., Street, R., Tsapras, Y., Dominik, M., Kerins, E., 

Cassan, A., Snodgrass, C., Bachelet, E., Bozza, V., Bramich, D.M., and VST-K2C9 Team The Astronomical 

Journal 154, 3. (2017) 

 

5. OGLE-2013-BLG-1761Lb: A Massive Planet around an M/K Dwarf. 

Hirao, Y., Udalski, A., Sumi, T., Bennett, D.P., Koshimoto, N., Bond, I.A., Rattenbury, N.J., Suzuki, D., and, 

Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Itow, Y., Li, M.C.A., 

Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Matsuo, T., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, 

T., Sharan, A., Shibai, H., Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., Yonehara, A., MOA 

Collaboration, Poleski, R., Skowron, J., Mroz, P., Szymanski, M.K., Kozlowski, S., Pietrukowicz, P., 

Soszynski, I., Wyrzykowski, L., Ulaczyk, K., and OGLE Collaboration.  

 The Astronomical Journal 154, 1 (2017) 

 

- 118 -



6. “Galaxy evolution studies with the SPace IR telescope for Cosmology and Astrophysics (SPICA): 

the power of IR spectroscopy”  

 Spinoglio, L., Alonso-Herrero, A., Armus, L., Baes, M., Bernard-Salas, J., Bianchi, S., Bocchio, M., Bolatto, 

A., Bradford, C.M., Braine, J., Carrera, F.J., Ciesla, L., Clements, D.L., Dannerbauer, H., Doi, Y., Efstathiou, 

A., Egami, E., Fernandez-Ontiveros, J.A., Ferrara, A., Fischer, J., Franceschini, A., Gallerani, S., Giard, M., 

Gonzalez-Alfonso, E., Gruppioni, C., Guillard, P., Hatziminaoglou, E., Imanishi, M., Ishihara, D., Isobe, N., 

Kaneda, H., Kawada, M., Kohno, K., Kwon, J., Madden, S., Malkan, M.A., Marassi, S., Matsuhara, H., 

Matsuura, M., Miniutti, G., Nagamine, K., Nagao, T., Najarro, F., Nakagawa, T., Onaka, T., Oyabu, S., 

Pallottini, A., Piro, L., Pozzi, F., Rodighiero, G., Roelfsema, P., Sakon, I., Santini, P., Schaerer, D., Schneider, 

R., Scott, D., Serjeant, S., Shibai, H., Smith, J.-D.T., Sobacchi, E., Sturm, E., Suzuki, T., Vallini, L., van der 

Tak, F., Vignali, C., Yamada, T., Wada, T., and Wang, L. 

 ArXiv e-prints arXiv:1710.02189. (2017) 

 

7. OGLE-2016-BLG-0263Lb: Microlensing Detection of a Very Low-mass Binary Companion 

through a Repeating Event Channel. 

 Han, C., Udalski, A., Gould, A., Bond, I.A., and, Albrow, M.D., Chung, S.-J., Jung, Y.K., Ryu, Y.-H., Shin, 

I.-G., Yee, J.C., Zhu, W., Cha, S.-M., Kim, S.-L., Kim, D.-J., Lee, C.-U., Lee, Y., Park, B.-G., The KMTNet 

Collaboration, Skowron, J., Mroz, P., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Poleski, R., Szymanski, M.K., 

Soszynski, I., Ulaczyk, K., Pawlak, M., The OGLE Collaboration, Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., Bennett, 

D.P., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Koshimoto, N., Li, M.C.A., 

Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Rattenbury, N.J., 

Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Sumi, T., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., Yonehara, 

A., and The MOA Collaboration 

 The Astronomical Journal 154, 133. (2017) 

 

8. The first eclipsing binary catalogue from the MOA-II data base. 

 Li, M.C.A., Rattenbury, N.J., Bond, I.A., Sumi, T., Bennett, D.P., Koshimoto, N., Abe, F., Asakura, Y., 

Barry, R., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Freeman, M., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Ling, C.H., 

Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., 

Suzuki, D., Tristram, P.J., and Yonehara, A. 

 Monthly Notices of the Royal Astronomical Society 470, 539-550. (2017) 

 

 

9. An Isolated Microlens Observed from K2, Spitzer and Earth. 

 Zhu, W., Udalski, A., Huang, C., Calchi Novati, S., Sumi, T., Poleski, R., Skowron, J., Mroz, P., Szymanski, 

M.K., Soszynski, I., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Ulaczyk, K., Pawlak, M., Beichman, C, Bryden, G., 

Carey, S., Gaudi, B.S., Gould, A., Henderson, C.B., Shvartzvald, Y., Yee, J.C., Bond, I.A., Bennett, D.P., 

Suzuki, D., Rattenbury, N.J., Koshimoto, N., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., Bhattacharya, A., Donachie, 

M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Kawasaki, K., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, 

Y., Miyazaki, S., Munakata, H., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, T., Sharan, A., 

Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yamada, T., and Yonehara, A. 

 ArXiv e-prints arXiv:1709.09959. (2017)  

- 119 -



10. “Combining Spitzer parallax and Keck II adaptive optics imaging to measure the mass of a 

solar-like star orbited by a cold gaseous planet discovered by microlensing.” 

 Beaulieu, J.-P., Batista, V., Bennett, D.P., Marquette, J.-B., Blackman, J.W., Cole, A.A., Coutures, C., 

Danielski, C., Dominis-Prester, D., Donatowicz, J., Fukui, A., Koshimoto, N., Loncaric, C., Morales, J.C., 

Sumi, T., Suzuki, D., Henderson, C., Shvartzvald, Y., and Beichman, C. 

 ArXiv e-prints arXiv:1709.00806. (2017) 

 

11. Chemical evolution of the Galactic bulge as traced by microlensed dwarf and subgiant stars. VI. 

Age and abundance structure of the stellar populations in the central sub-kpc of the Milky Way. 

 Bensby, T., Feltzing, S., Gould, A., Yee, J.C., Johnson, J.A., Asplund, M., Melendez, J., Lucatello, S., 

Howes, L.M., McWilliam, A., Udalski, A., Szymanski, M.K., Soszynski, I., Poleski, R., Wyrzykowski, L., 

Ulaczyk, K., Kozlowski, S., Pietrukowicz, P., Skowron, J., Mroz, P., Pawlak, M., Abe, F., Asakura, Y., 

Bhattacharya, A., Bond, I.A., Bennett, D.P., Hirao, Y., Nagakane, M., Koshimoto, N.,, Sumi, T., Suzuki, D., 

and Tristram, P.J. 

 Astronomy and Astrophysics 605, A89. (2017) 

 

12. “VizieR Online Data Catalog: K2 Campaign 9 added events (Henderson+, 2016).” 

 Henderson, C.B., Poleski, R., Penny, M., Street, R.A., Bennett, D.P., Hogg, D.W., Gaudi B.~S., K2 

Campaign 9 Microlensing Science Team, Zhu, W., Barclay, T., Barentsen, G., Howell, S.B., Mullally, F., 

Udalski, A., Szymanski, M.K., Skowron, J., Mroz, P., Kozlowski, S., Wyrzykowski, L., Pietrukowicz, P., 

Soszynski, I., Ulaczyk, K., Pawlak, M., Ogle Project, Sumi, T., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., 

Bhattacharya, A., Bond, I.A., Donachie, M., Freeman, M., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Koshimoto, N., Li, 

M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Oyokawa, H., 

Rattenbury, N., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yonehara, A., Moa Collaboration, 

Bachelet, E., Bramich, D.M., Cassan, A., Dominik, M., Jaimes, R.F., Horne, K., Hundertmark, M., Mao, S., 

Ranc, C., Schmidt, R., Snodgrass, C., Steele, I.A., Tsapras, Y., Wambsganss, J., Robonet Project, Bozza, V., 

Burgdorf, M.J., Jorgensen, U.G., Novati, S.C., Ciceri, S., D'Ago, G., Evans, D.F., Hessman, F.V., Hinse, T.C., 

H! Usser T.-, O., Mancini, L., Popovas, A., Rabus, M., Rahvar, S., Scarpetta, G., Skottfelt, J., Southworth, J., 

Unda-Sanzana E., Mindstep Team, Bryson, S.T., Caldwell, D.A., Haas, M.R., Larson, K., McCalmont, K., 

Packard, M., Peterson, C., Putnam, D., Reedy, L., Ross, S., van Cleve J.~E., K2C9 Engineering Team, 

Akeson, R., Batista, V., Beaulieu, J.-P., Beichman, C.A., Bryden, G., Ciardi, D., Cole, A., Coutures, C., 

Foreman-Mackey, D., Fouque, P., Friedmann, M., Gelino, C., Kaspi, S., Kerins, E., Korhonen, H., Lang, D., 

Lee, C.-H., Lineweaver, C.H., Maoz, D., Marquette, J.-B., Mogavero, F., Morales, J.C., Nataf, D., Pogge, 

R.W., Santerne, A., Shvartzvald, Y., Suzuki, D., Tamura, M., Tisserand, P., and Wang, D. 

 VizieR Online Data Catalog 612, . (2017) 

 

13.  “The lowest mass ratio planetary microlens: OGLE 2016-BLG-1195Lb.” 

 Bond, I.A., Bennett, D.P., Sumi, T., Udalski, A., Suzuki, D., Rattenbury, N.J., Bozza, V., Koshimoto, N., 

Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., 

Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, 

T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., Yonehara, A., Skowron, J., Szymanski, 

M.K., Poleski, R., Mroz, P., Soszynski, I., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Ulaczyk, K., and Pawlak, M. 

- 120 -



 Monthly Notices of the Royal Astronomical Society 469, 2434-2440. (2017) 

 

14. “MOA Data Reveal a New Mass, Distance, and Relative Proper Motion for Planetary System 

OGLE-2015-BLG-0954L.” 

 Bennett, D.P., Bond, I.A., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, 

A., Hirao, Y., Itow, Y., Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., 

Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Rattenbury, N.J., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Sumi, T., Suzuki, 

D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., Yonehara, A., and MOA Collaboration 

 The Astronomical Journal 154, 68. (2017) 

 

15. “A companion on the planet/brown dwarf mass boundary on a wide orbit discovered by 

gravitational microlensing.” 

 Poleski, R., Udalski, A., Bond, I.A., Beaulieu, J.P., Clanton, C., Gaudi, S., Szymanski, M.K., Soszynski, I., 

Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Skowron, J., Wyrzykowski, L., Ulaczyk, K., Bennett, D.P., Sumi, T., Suzuki, 

D., Rattenbury, N.J., Koshimoto, N., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., Bhattacharya, A., Donachie, M., 

Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., 

Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yamada, T., 

Yamada, T., Yonehara, A., Batista, V., and Marquette, J.B. 

 Astronomy and Astrophysics 604, A103. (2017) 

 

16. “The First Planetary Microlensing Event with Two Microlensed Source Stars.” 

 Bennett, D.P., Udalski, A., Han, C., Bond, I.A., Beaulieu, J.-P., Skowron, J., Gaudi, B.S., Koshimoto, N., 

Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., 

Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Oyokawa, H., 

Ranc, C., Rattenbury, N.J., Rosenthal, M.K., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Sumi, T., Suzuki, D., 

Tristram, P.J., Yonehara, A., Szymanski, M.K., Poleski, R., Soszynski, I., Ulaczyk, K., Wyrzykowski, L., 

DePoy, D., Gould, A., Pogge, R.W., Yee, J.C., Albrow, M.D., Bachelet, E., Batista, V., Bowens-Rubin, R., 

Brillant, S., Caldwell, J.A.R., Cole, A., Coutures, C., Dieters, S., Dominis Prester, D., Donatowicz, J., Fouque, 

P., Horne, K., Hundertmark, M., Kains, N., Kane, S.R., Marquette, J.-B., Menzies, J., Pollard, K.R., Ranc, C., 

Sahu, K.C., Wambsganss, J., Williams, A., and Zub, M.  

 ArXiv e-prints arXiv:1707.09667. (2017) 

 

17. “OGLE-2016-BLG-1469L: Microlensing Binary Composed of Brown Dwarfs.” 

 Han, C., Udalski, A., Sumi, T., Gould, A., Albrow, M.D., Chung, S.-J., Jung, Y.K., Ryu, Y.-H., Shin, I.-G., 

Yee, J.C., Zhu, W., Cha, S.-M., Kim, S.-L., Kim, D.-J., Lee, C.-U., Lee, Y., Park, B.-G., KMTNet 

Collaboration, Soszynski, I., Mroz, P., Pietrukowicz, P., Szymanski, M.K., Skowron, J., Poleski, R., 

Kozlowski, S., Ulaczyk, K., Pawlak, M., OGLE Collaboration, Abe, F., Asakura, Y., Bennett, D.P., Bond, 

I.A., Bhattacharya, A., Donachie, M., Freeman, M., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Koshimoto, N., Li, 

M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Oyokawa, H., 

Rattenbury, N.J., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., 

Yonehara, A., Barry, R., and The MOA Collaboration  

 The Astrophysical Journal 843, 59. (2017) 

- 121 -



18. “VizieR Online Data Catalog: Frequency of snowline-region planets (Shvartzvald+, 2016).” 

 Shvartzvald, Y., Maoz, D., Udalski, A., Sumi, T., Friedmann, M., Kaspi, S., Poleski, R., Szymanski, M.K., 

Skowron, J., Kozlowski, S., Wyrzykowski, L., Mroz, P., Pietrukowicz, P., Pietrzynski, G., Soszynski, I., 

Ulaczyk, K., Abe, F., Barry, R.K., Bennett, D.P., Bhattacharya, A., Bond, I.A., Freeman, M., Inayama, K., 

Itow, Y., Koshimoto, N., Ling, C.H., Masuda, K., Fukui, A., Matsubara, Y., Muraki, Y., Ohnishi, K., 

Rattenbury, N.J., Saito, T., Sullivan, D.J., Suzuki, D., Tristram, P.J., Wakiyama, Y., and Yonehara, A. VizieR 

Online Data Catalog 745 (2017) 

 

19. “OGLE-2016-BLG-1003: First Resolved Caustic-crossing Binary-source Event Discovered by 

Second-generation Microlensing Surveys.” 

 Jung, Y.K., Udalski, A., Bond, I.A., Yee, J.C., Gould, A., Han, C., Albrow, M.D., Lee, C.-U., Kim, S.-L., 

Hwang, K.-H., Chung, S.-J., Ryu, Y.-H., Shin, I.-G., Zhu, W., Cha, S.-M., Kim, D.-J., Lee, Y., Park, B.-G., 

Kim, H.-W., Pogge, R.W., KMTNet Collaboration, Skowron, J., Szymanski, M.K., Poleski, R., Mroz, P., 

Kozlowski, S., Pietrukowicz, P., Soszynski, I., Ulaczyk, K., Pawlak, M., OGLE Collaboration, Abe, F., 

Bennett, D.P., Barry, R., Sumi, T., Asakura, Y., Bhattacharya, A., Donachie, M., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, 

Y., Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., 

Rattenbury, N.J., Evans, P., Sharan, A., Sullivan, D.J., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., 

Yonehara, A., and The MOA Collaboration 

 The Astrophysical Journal 841, 75. (2017) 

 

20. “OGLE-2013-BLG-0132Lb and OGLE-2013-BLG-1721Lb: Two Saturn-mass Planets Discovered 

around M-dwarfs.” 

 Mroz, P., Udalski, A., Bond, I.A., Skowron, J., Sumi, T., Han, C., Szymanski, M.K., Soszynski, I., Poleski, 

R., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Wyrzykowski, L., Ulaczyk, K., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R.K., 

Bennett, D.P., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Koshimoto, N., Li, 

M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., 

Rattenbury, N.J., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., 

and Yonehara, A.  

 ArXiv e-prints arXiv:1705.01058. (2017) 

 

21. “Faint-source-star planetary microlensing: the discovery of the cold gas-giant planet 

OGLE-2014-BLG-0676Lb.” 

 Rattenbury, N.J., Bennett, D.P., Sumi, T., Koshimoto, N., Bond, I.A., Udalski, A., Shvartzvald, Y., Maoz, 

D., Jorgensen, U.G., Dominik, M., Street, R.A., Tsapras, Y., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., Bhattacharya, 

A., Donachie, M., Evans, P., Freeman, M., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, 

K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Oyokawa, H., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., 

Suzuki, D., Tristram, P.J., Yonehara, A., Poleski, R., Skowron, J., Mroz, P., Szymanski, M.K., Soszynski, I., 

Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Ulaczyk, K., Wyrzykowski, L., Friedmann, M., Kaspi, S., Alsubai, K., 

Browne, P., Andersen, J.M., Bozza, V., Calchi Novati, S., Damerdji, Y., Diehl, C., Dreizler, S., Elyiv, A., 

Giannini, E., Hardis, S., Harpsoe, K., Hinse, T.C., Liebig, C., Hundertmark, M., Juncher, D., Kains, N., 

Kerins, E., Korhonen, H., Mancini, L., Martin, R., Mathiasen, M., Rabus, M., Rahvar, S., Scarpetta, G., 

Skottfelt, J., Snodgrass, C., Surdej, J., Taylor, J., Tregloan-Reed, J., Vilela, C., Wambsganss, J., Williams, A., 

- 122 -



D'Ago, G., Bachelet, E., Bramich, D.M., Figuera Jaimes, R., Horne, K., Menzies, J., Schmidt, R., and Steele, 

I.A.  

 Monthly Notices of the Royal Astronomical Society 466, 2710-2717. (2017) 

 

22. “Kilonova from post-merger ejecta as an optical and near-Infrared counterpart of GW170817.” 

Tanaka, M., Utsumi, Y., Mazzali, P.A., Tominaga, N., Yoshida, M., Sekiguchi, Y., Morokuma, T., Motohara, 

K., Ohta, K., Kawabata, K.S., Abe, F., Aoki, K., Asakura, Y., Baar, S., Barway, S., Bond, I.A., Doi, M., 

Fujiyoshi, T., Furusawa, H., Honda, S., Itoh, Y., Kawabata, M., Kawai, N., Kim, J.H., Lee, C.-H., Miyazaki, 

S., Morihana, K., Nagashima, H., Nagayama, T., Nakaoka, T., Nakata, F., Ohsawa, R., Ohshima, T., Okita, 

H., Saito, T., Sumi, T., Tajitsu, A., Takahashi, J., Takayama, M., Tamura, Y., Tanaka, I., Terai, T., Tristram, 

P.J., Yasuda, N., and Zenko, T. 

Publications of the Astronomical Society of Japan 69, 102. (2017)  

 

23.  “J-GEM observations of an electromagnetic counterpart to the neutron star merger GW170817.” 

Utsumi, Y., Tanaka, M., Tominaga, N., Yoshida, M., Barway, S., Nagayama, T., Zenko, T., Aoki, K., 

Fujiyoshi, T., Furusawa, H., Kawabata, K.S., Koshida, S., Lee, C.-H., Morokuma, T., Motohara, K., Nakata, 

F., Ohsawa, R., Ohta, K., Okita, H., Tajitsu, A., Tanaka, I., Terai, T., Yasuda, N., Abe, F., Asakura, Y., Bond, 

I.A., Miyazaki, S., Sumi, T., Tristram, P.J., Honda, S., Itoh, R., Itoh, Y., Kawabata, M., Morihana, K., 

Nagashima, H., Nakaoka, T., Ohshima, T., Takahashi, J., Takayama, M., Aoki, W., Baar, S., Doi, M., Finet, 

F., Kanda, N., Kawai, N., Kim, J.H., Kuroda, D., Liu, W., Matsubayashi, K., Murata, K.L., Nagai, H., Saito, 

T., Saito, Y., Sako, S., Sekiguchi, Y., Tamura, Y., Tanaka, M., Uemura, M., and Yamaguchi, M.S. 

Publications of the Astronomical Society of Japan 69, 101. (2017) 

 

24. “Galaxy Evolution Studies with the SPace IR Telescope for Cosmology and Astrophysics 

(SPICA): The Power of IR Spectroscopy.” 

Spinoglio, L., Alonso-Herrero, A., Armus, L., Baes, M., Bernard-Salas, J., Bianchi, S., Bocchio, M., Bolatto, 

A., Bradford, C., Braine, J., Carrera, F.J., Ciesla, L., Clements, D.L., Dannerbauer, H., Doi, Y., Efstathiou, A., 

Egami, E., Fernandez-Ontiveros, J.A., Ferrara, A., Fischer, J., Franceschini, A., Gallerani, S., Giard, M., 

Gonzalez-Alfonso, E., Gruppioni, C., Guillard, P., Hatziminaoglou, E., Imanishi, M., Ishihara, D., Isobe, N., 

Kaneda, H., Kawada, M., Kohno, K., Kwon, J., Madden, S., Malkan, M.A., Marassi, S., Matsuhara, H., 

Matsuura, M., Miniutti, G., Nagamine, K., Nagao, T., Najarro, F., Nakagawa, T., Onaka, T., Oyabu, S., 

Pallottini, A., Piro, L., Pozzi, F., Rodighiero, G., Roelfsema, P., Sakon, I., Santini, P., Schaerer, D., Schneider, 

R., Scott, D., Serjeant, S., Shibai, H., Smith, J.-D.T., Sobacchi, E., Sturm, E., Suzuki, T., Vallini, L., van der 

Tak, F., Vignali, C., Yamada, T., Wada, T., and Wang, L. 

Publications of the Astronomical Society of Australia 34, e057. (2017)  

 

25. “OGLE-2015-BLG-1459L: The Challenges of Exo-Moon Microlensing.” 

Hwang, K.-H., Udalski, A., Bond, I.A., Albrow, M.D., Chung, S.-J., Gould, A., Han, C., Jung, Y.K., Ryu, 

Y.-H., Shin, I.-G., Yee, J.C., Zhu, W., Cha, S.-M., Kim, D.-J., Kim, H.-W., Kim, S.-L., Lee, C.-U., Lee, D.-J., 

Lee, Y., Park, B.-G., Pogge, R.W., Pawlak, M., Poleski, R., Szymanski, M.K., Skowron, J., Soszynski, I., 

Mroz, P., Kozlowski, S., Pietrukowicz, P., Ulaczyk, K., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., Bennett, D.P., 

Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Kawasaki, K., Koshimoto, N., Li, 

- 123 -



M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Miyazaki, S., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, 

C., Rattenbury, N.J., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Sumi, T., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., 

Yamada, T., and Yonehara, A. 

ArXiv e-prints arXiv:1711.09651. (2017) 

 

26. “An Isolated Microlens Observed from K2, Spitzer, and Earth.” 

Zhu, W., Udalski, A., Huang, C.X., Calchi Novati, S., Sumi, T., Poleski, R., Skowron, J., Mroz, P., 

Szymanski, M.K., Soszynski, I., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Ulaczyk, K., Pawlak, M., OGLE 

Collaboration, Beichman, C., Bryden, G., Carey, S., Gaudi, B.S., Gould, A., Henderson, C.B., Shvartzvald, 

Y., Yee, J.C., Spitzer Team, Bond, I.A., Bennett, D.P., Suzuki, D., Rattenbury, N.J., Koshimoto, N., Abe, F., 

Asakura, Y., Barry, R.K., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., 

Kawasaki, K., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Miyazaki, S., Munakata, H., Muraki, Y., 

Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Tristram, P.J., Yamada, T., 

Yonehara, A., and MOA Collaboration: 2017 

The Astrophysical Journal 849, L31. (2017) 

 

27. “OGLE-2013-BLG-0132Lb and OGLE-2013-BLG-1721Lb: Two Saturn-mass Planets Discovered 

around M-dwarfs.” 

Mroz, P., Udalski, A., Bond, I.A., Skowron, J., Sumi, T., Han, C., Szymanski, M.K., Soszynski, I., Poleski, 

R., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Wyrzykowski, L., Ulaczyk, K., OGLE Collaboration, Abe, F., Asakura, 

Y., Barry, R.K., Bennett, D.P., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., 

Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., 

Ranc, C., Rattenbury, N.J., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., 

Yamada, T., Yonehara, A., and The MOA Collaboration 

The Astronomical Journal 154, 205. (2017) 

 

28. “Subaru Hyper Suprime-Cam Survey for An Optical Counterpart of GW170817.” 

Tominaga, N., Tanaka, M., Morokuma, T., Utsumi, Y., Yamaguchi, M.S., Yasuda, N., Tanaka, M., Yoshida, 

M., Fujiyoshi, T., Furusawa, H., Kawabata, K.S., Lee, C.-H., Motohara, K., Ohsawa, R., Ohta, K., Terai, T., 

Abe, F., Aoki, W., Asakura, Y., Barway, S., Bond, I.A., Fujisawa, K., Honda, S., Ioka, K., Itoh, Y., Kawai, 

N., Kim, J.H., Koshimoto, N., Matsubayashi, K., Miyazaki, S., Saito, T., Sekiguchi, Y., Sumi, T., and 

Tristram, P.J. 

ArXiv e-prints arXiv:1710.05865. (2017) 

 

29. “Multi-messenger Observations of a Binary Neutron Star Merger.” 

Abbott, B.P.,  Miyazaki, S., Sumi, T., 他, The Astrophysical Journal 848, L12. (2017) 

 

30. “OGLE-2016-BLG-0263Lb: Microlensing Detection of a Very Low-mass Binary Companion 

through a Repeating Event Channel.” 

Han, C., Udalski, A., Gould, A., Bond, I.A., and, Albrow, M.D., Chung, S.-J., Jung, Y.K., Ryu, Y.-H., Shin, 

I.-G., Yee, J.C., Zhu, W., Cha, S.-M., Kim, S.-L., Kim, D.-J., Lee, C.-U., Lee, Y., Park, B.-G., KMTNet 

Collaboration, Skowron, J., Mroz, P., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., Poleski, R., Szymanski, M.K., 

- 124 -



Soszynski, I., Ulaczyk, K., Pawlak, M., OGLE Collaboration, Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., Bennett, D.P., 

Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, 

C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Rattenbury, N.J., Saito, 

T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Sumi, T., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yamada, T., Yonehara, A., 

and The MOA Collaboration 

The Astronomical Journal 154, 133. (2017) 

 

31. “Spitzer Microlensing Parallax for OGLE-2016-BLG-1067: a sub-Jupiter Orbiting an M-dwarf in 

the Disk.” 

Calchi Novati, S., Suzuki, D., Udalski, A., Gould, A., Shvartzvald, Y., Bozza, V., Bennett, D.P., Beichman, 

C., Bryden, G., Carey, S., Gaudi, B.S., Henderson, C.B., Yee, J.C., Zhu, W., Abe, F., Asakura, Y., Barry, R., 

Bhattacharya, A., Bond, I.A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, Y., Itow, Y., Kawasaki, K., 

Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, C.H., Matsubara, Y., Miyazaki, S., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., 

Ranc, C., Rattenbury, N.J., Saito, T., Sharan, A., Sullivan, D.J., Sumi, T., Tristram, P.J., Yamada, T., 

Yonehara, A., Mroz, P., Poleski, R., Skowron, J., Szymanski, M.K., Soszynski, I., Kozlowski, S., 

Pietrukowicz, P., Ulaczyk, K., Pawlak, M., Albrow, M.D., Chung, S.-J., Han, C., Hwang, K.-H., Jung, Y.K., 

Ryu, Y.-H., Shin, I.-G., Zang, W., Cha, S.-M., Kim, D.-J., Kim, H.-W., Kim, S.-L., Lee, C.-U., Lee, D.-J., 

Lee, Y., Park, B.-G., and Pogge, R.W. 

ArXiv e-prints arXiv:1801.05806. (2018) 

 

32. “OGLE-2014-BLG-0289: Precise Characterization of a Quintuple-peak Gravitational 

Microlensing Event.” 

Udalski, A., Han, C., Bozza, V., Gould, A., Bond, I.A., and, Mroz, P., Skowron, J., Wyrzykowski, L., 

Szymanski, M.K., Soszynski, I., Ulaczyk, K., Poleski, R., Pietrukowicz, P., Kozlowski, S., The OGLE 

Collaboration, Abe, F., Barry, R., Bennett, D.P., Bhattacharya, A., Donachie, M., Evans, P., Fukui, A., Hirao, 

Y., Itow, Y., Kawasaki, K., Koshimoto, N., Li, M.C.A., Ling, C.H., Masuda, K., Matsubara, Y., Miyazaki, S., 

Munakata, H., Muraki, Y., Nagakane, M., Ohnishi, K., Ranc, C., Rattenbury, N., Saito, T., Sharan, A., 

Sullivan, D.J., Sumi, T., Suzuki, D., Tristram, P.J., Yamada, T., Yonehara, A., The MOA Collaboration, 

Bachelet, E., Bramich, D.M., DAgo, G., Dominik, M., Figuera Jaimes, R., Horne, K., Hundertmark, M., 

Kains, N., Menzies, J., Schmidt, R., Snodgrass, C., Steele, I.A., Wambsganss, J., Robonet Collaboration, 

Pogge, R.W., Jung, Y.K., Shin, I.-G., Yee, J.C., Kim, W.-T., The {$¥mu$}Fun Collaboration, Beichman, C., 

Carey, S., Calchi Novati, S., Zhu, W., and The Spitzer Team  

The Astrophysical Journal 853, 70. (2018) 

 

33. “A Detailed Observational Analysis of V1324 Sco, the Most Gamma-Ray-luminous Classical 

Nova to Date.” 

Finzell, T., Chomiuk, L., Metzger, B.D., Walter, F.M., Linford, J.D., Mukai, K., Nelson, T., Weston, J.H.S., 

Zheng, Y., Sokoloski, J.L., Mioduszewski, A., Rupen, M.P., Dong, S., Starrfield, S., Cheung, C.C., 

Woodward, C.E., Taylor, G.B., Bohlsen, T., Buil, C., Prieto, J., Wagner, R.M., Bensby, T., Bond, I.A., Sumi, 

T., Bennett, D.P., Abe, F., Koshimoto, N., Suzuki, D., Tristram, P.J., Christie, G.W., Natusch, T., 
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34. “OGLE-2016-BLG-1190Lb: The First Spitzer Bulge Planet Lies Near the Planet/Brown-dwarf 

Boundary.” 
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T., Yamada, T., Yonehara, A., MOA Collaboration, Bryden, G., Howell, S.B., Jacklin, S., UKIRT 

Microlensing Team, Penny, M.T., Mao, S., Fouque, P., Wang, T., CFHT-K2C9 Microlensing Survey group, 

Street, R.A., Tsapras, Y., Hundertmark, M., Bachelet, E., Dominik, M., Li, Z., Cross, S., Cassan, A., Horne, 

K., Schmidt, R., Wambsganss, J., Ment, S.K., Maoz, D., Snodgrass, C., Steele, I.A., RoboNet Team, Bozza, 
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P., MacKenzie, J., Popovas, A., Rabus, M., Rahvar, S., Sajadian, S., Skottfelt, J., Southworth, J., von Essen, 

C., and MiNDSTEp Team 
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35. “WFIRST: Searching for Microlens Planets in Very Wide Orbits and the MOA Microlensing Data 

Release.” 

Hirao, Y., Bennett, D., Sumi, T., MOA Collaboration 2018. 

American Astronomical Society Meeting Abstracts ¥#231 231, ¥#246.17. (2018) 

 

36. “Combining Spitzer Parallax and Keck II Adaptive Optics Imaging to Measure the Mass of a 

Solar-like Star Orbited by a Cold Gaseous Planet Discovered by Microlensing.” 

Beaulieu, J.-P., Batista, V., Bennett, D.P., Marquette, J.-B., Blackman, J.W., Cole, A.A., Coutures, C., 

Danielski, C., Dominis Prester, D., Donatowicz, J., Fukui, A., Koshimoto, N., Lonvcaric, K., Morales, 

J.C., Sumi, T., Suzuki, D., Henderson, C., Shvartzvald, Y., and Beichman, C. 
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国際会議 

 

“Free-floating planets from Microlensing“ 

Sumi, T. 

Sagan Summer Workshop 2017, Aug 7-11, 2017, Pasadena, U.S.A. 

 

“Modeling Planetary and Binary Microlensing Events“ 

Hirao. Y. 

Sagan Summer Workshop 2017, Aug 7-11, 2017, Pasadena, U.S.A. 
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“Planet distribution outside Snowline by Microlensing” 

Sumi, T.  

RESCEU/Planet International Symposium “Planet Formation around Snowline” , Nov. 28, 2017, University 

of  Tokyo, Japan 

 

 

“Summary report of Microlensing break out session“ 

Sumi, T. 

Subaru-WFIRST Synergistic Observations Workshop, Dec 18-20, 2017, Tokyo, Japan 

 

国内主要学会 

 

「遠赤外線干渉計 FITE フライト計画」 

芝井広, 住貴宏, 松尾太郎, 須藤淳, 伊藤哲司, 大塚愛里梨, 谷貴人, 佐伯守人, 坪井隆浩(大阪大), 

吉田哲也, 齊藤芳隆, 成田正直, 佐々木彩奈, 土居明広(JAXA 宇宙研), 河野裕介(国立天文台)  

日本天文学会 2017 年秋季年会、V209b、北海道大学（北海道）、2017 年 9 月 11 日～13 日 

 

「SPICA（次世代赤外線天文衛星）計画の進捗」 

 芝井広(大阪大), 小川博之, 中川貴雄, 松原英雄, 山田亨(JAXA), 尾中敬, 河野孝太郎(東京大), 金

田英宏(名古屋大), 他 SPICA チームメンバー  

日本天文学会 2017 年秋季年会、V210a、北海道大学（北海道）、2017 年 9 月 11 日～13 日 

 

「重力マイクロレンズ天体の星像内のコンタミの確率のベイズ推定法の確立」 

 越本直季（大阪大学）, David P. Bennett（NASA/GSFC） 

日本天文学会 2017 年秋季年会、P229a、北海道大学（北海道）、2017 年 9 月 11 日～13 日 

 

「高精度測光分光のための集積回路における長期的な信号変動の補正方式」 

合田翔平, 松尾太郎, 井戸雅之, 伊藤哲史, 芝井広, 住貴宏(大阪大学), 山室智康(オプトクラフト) 

日本天文学会 2018 年春季年会、V242a、千葉大学（千葉）、2018 年 3 月 14 日～17 日 

 

「MOA-2015-BLG-404 : 低質量星周りの巨大ガス惑星」 

永金昌幸(大阪大学), MOA コラボレーション 

日本天文学会 2018 年春季年会、P301a、千葉大学（千葉）、2018 年 3 月 14 日～17 日 

 

「巨大ガス惑星に付随するスーパーネプチューンの衛星系、または褐色矮星連星 : 

MOA-2015-BLG-337」 

宮崎翔太(大阪大学), MOA collaboration 

日本天文学会 2018 年春季年会、P302a、千葉大学（千葉）、2018 年 3 月 14 日～17 日 

 

「LUVOIR(Large UV/Optical/Infrared Surveyor) 」 

住 貴宏 (大阪大学), MOA collaboration 

日本天文学会 2018 年春季年会、P302a、千葉大学（千葉）、2018 年 3 月 14 日～17 日 

- 127 -



国内研究会 

 

「気球搭載遠赤外線干渉計 FITE の準備状況報告」 

芝井 広 

大気球シンポジウム、宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所、2017 年 11 月 9-10 日 

 

「次世代赤外線天文衛星 SPICA 進捗報告」 

芝井 広、SPICA チーム 

宇宙科学シンポジウム、S5-004、宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所、2018 年 1 月 9-10 日 

 

「宇宙研 1.3m 望遠鏡による前主系列星のモニタ観測」 

深川美里、芝井 広、他 

宇宙科学シンポジウム、ポスター、P-042、宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所、2018 年 1 月

9-10 日 

 

「WFIRST の現状と日本の参画についての見通し」 

住 貴宏 (阪大), 山田 亨 （ISAS）、田村 元秀（東大）、高田 昌広（IPMU） WFIRST WG 

光赤外線天文学連絡会シンポジウム、国立天文台、2017 年 7 月 25 日 

 

「大阪大の MOA の経験と今後への教訓」 

住 貴宏 (阪大), 

光赤外線天文学連絡会シンポジウム、国立天文台、2017 年 7 月 25 日 

 

「LUVOIR」 

住 貴宏 (阪大), 

光赤外線天文学連絡会シンポジウム、国立天文台、2017 年 7 月 25 日 

 

「 LUVOIR  (Large UV/Optical/Infrared Surveyor) , HabEx (Habitable Exoplanet Imaging 

Mission)」 

住 貴宏 (阪大), 

GOPIRA2030 年代の光赤外分野のスペースミッション、日本橋ライフサイエンスビル、2017 年 12月

15 日 

 

「国際超大型観測衛星計画の検討 」 

左近 樹(東大・助教)・住 貴宏(阪大・准教授)・田村 元秀(東大・教授)・田代 信(埼玉大・教授) 宇

宙科学シンポジウム、宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所、2018 年 1月 9-10 日 

 

 

「WFIRST-Subaru synergy program」 

Takahiro Sumi (Osaka U), Toru Yamada(ISAS) , Yusei Koyama (Subaru), WFIRST WG 

Subaru Users Meeting、国立天文台、2018 年 1月 19 日 
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２０１５年５月２８日改訂 

 

宇宙地球科学専攻の運営について (申し合わせ) 

 

（１） 運営の基本 

 ・ 専攻長を中心に風通しのよい教室運営を行う 

 ・ 教授・准教授・助教の差を小さくする 

 ・ 研究グループ制とし呼称は教授名又は講座名（研究内容）とする 

 ・ 研究教育の交流を図り、グループ間の壁を低くする 

 ・ 物理学専攻との連絡を密にする 

 

（２） グループ代表者会議 

 ・ 各グループより、全権を委任された１名の代表者で構成する 

 ・ 専攻長の相談組織とする 

 ・ 以下のような教室全体に関わる問題を審議し、円滑な教室運営をはかる（重要なものは教室会議

にかける） 

   概算要求事項、一般設備費等、建物、人事、共通予算、共通設備、教室事項、秘書、対外向けの

行事等 

 

（３） 教室会議 

 ・ 教室会議で構成員と決められた助教以上で構成する（特任教員、大学院生、ポスドク、秘書を含

むその他のスタッフはオブザーバーとして参加できる） 

 ・ 原則として月１回（学部研究科教授会の後の木曜日５：００から）開催する 

 ・ ３名で議長団を構成する（任期は１年） 

 ・ 人事を除き定足数は、外国出張を除く構成員の１／２以上とする 

 ・ 長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

 ・ 人事に関する議題は、原則として１週間前には通知する 

 ・ 人事に関する議題は、専任講師以上が議決権を持つ 

 ・ 人事に関するルールは、以下（４）に定める 

 ・ 審議事項 

  ・ 人事に関する事柄（分野の決定、人事委員会の構成、人事の決定、物理教室人事委員の推薦等） 

  ・ 予算に関する事柄（予算配分の決定、概算要求事項の審議、他の予算費目の審議等） 

  ・ 教育・研究に関する事柄（共通教育と専門教育、卒業研究の発表、年次研究報告会、大学院生

の発表等） 

  ・ その他（部屋、秘書体制、理学部より諮問があった問題、役割分担等） 

 

（４） 人事のルール 

 ・ 人事委員会は４−５名プラス物理教室から１名で構成する 

 ・ 人事委員会は以下のように構成する 

  ・教授人事は教授のみ 

  ・准教授人事は准教授以上 

  ・助教人事は専任講師以上 

 ・ 教室会議で提案し、１週間以降の教室会議で投票する 

  ・いずれも専任講師以上の２／３以上の出席を要する（外国出張は除く） 

  ・長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

  ・全ての人事について不在者投票を認める 

  ・投票総数の 2/3 以上の可が必要 
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宇宙地球科学専攻における特任教員の扱いについて 

 

2014年 12月 11日(教室会議で承認) 

2016年 2月 18日(教室会議で改定) 

 

宇宙地球科学専攻長 

 

1. 専攻に所属する特任教授、特任准教授、特任助教（まとめて特任教員と呼ぶ）は、原則

として教員選考と同じ基準で選考する。その手順については教室会議の議を経て簡素化

できる。 

 

2. 専攻に所属する特任教員は、教員と協力して専攻の活動に貢献するものとする。 

 

3. 専攻に所属する特任教員は、原則として教室会議にオブザーバーとして参加できる。 

 

4. 専攻に所属する特任教員は、その雇用形態に応じて、必要な義務を負い、責任を果たす

ものとする。その内容は、別途教室会議の審議を経て決定する。 

 

5. 専攻に所属する特任教員の活動について、疑義が生じた場合には、専攻長が教室会議に

発議して審議する。 

 

6. 理学研究科に所属する本専攻以外の教員を本専攻の教員に兼任する場合にも、１から５

までの事項を適用する。 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №307 
【日 時】 2017 年 4月 13 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 植田 千秋 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】 

松本 浩典 川村 光 近藤 忠    

芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史  

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 

中嶋 大 松尾 太郎     

オブザーバー 中井 光男 岩崎 一成 Luca Baiotti    

委員 28 名中 出席者 25 名 定足数 14 名 

 海外出張者 0 名   

【新年度確認事項】 

1）専攻の申し合わせ事項について確認が行われた。 

 

【報告・連絡事項】 

1)   近藤専攻長より、平成 29 年度「介護等の体験」における学生のマナーについて注意喚起があった。 

2)   近藤専攻長より、平成 29 年度「教育実習」における学生のマナーについて注意喚起があった。 

3)   近藤専攻長より、大学院学生の入学者確定数の報告があった。 

4)   近藤専攻長より、平成 29 年度博士課程教育リーディングプログラム履修生について報告があった。 

5)   近藤専攻長より、平成 30 年度エルゼビア社電子ジャーナルの購読希望タイトル調査について説明

があった。 

6)   近藤専攻長より、平成 29 年度運用ポスト状況について説明があった。 

7)   近藤専攻長より、今年度の TA 予算の減額について説明があった。 

8)   近藤専攻長より、理学懇話会外部委員として登録する OB の推薦の依頼があった。  

9)   近藤専攻長より、教員の業績評価の協力の依頼があった。 

10)  近藤専攻長より、年次報告書作成の日程について説明があった。 

11)  近藤専攻長より、秘書室体制について説明があった。 

12)  長峯入試実施委員より、入試実施体制の変更について説明があった。 

13)  芝井物理系就職担当より、学生の就活状況について説明があった。 

14)  廣野オープンキャンパス小委員会委員より、オープンキャンパスが 8月 9日にある旨報告があっ

た。また模擬講義の協力の依頼があった。  

 

【議題】 

1)   近藤専攻長より、今年度の大学院入試関係の日程について説明があった。2次入試は 10 月 28 日

とすることに決まった。 

2)   松尾 ODINS 委員よりメールサーバーのトラブルについて説明があり、サーバーの運用について議

論がなされた。 

3)   今後のオープンキャンパスの日程について議論が行われた。 

4)   廣野全学教育推進機構教養教育カリキュラム検討 WG 委員より、平成 31 年度からの共通教育科目

の変更について説明があり、議論がなされた。 

 

【次回】 教室会議： 2017 年 5 月 18 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №308 
【日 時】 2017 年 5月 18 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 山中 千博 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 久冨 修 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭  

青山 和司 桂  誠 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾  

中嶋 大 松尾 太郎     

オブザーバー 中井 光男     

委員 28 名中 出席者 26 名 定足数 15 名 

海外出張者無 

 

講師以上出席者 18

人事案件定足数 14 

名 在籍講師

以上者 

20 名 

              

 

【報告・連絡事項】 

1) 近藤専攻長より、特別聴講学生及び特別研究学生の受け入れについて報告があった。 

2) 近藤専攻長より、研究交流棟竣工披露式典について報告があった。 

3) 近藤専攻長より 、平成 29 年度 TA 経費配分について報告があった。 

4） 近藤専攻長より 、ハラスメント研修会について 

（学生向け 6月 28 日 15 時 職員向け 6月 23 日 15 時）報告があった。 

5) 近藤専攻長より、教員基礎データ更新の依頼があった。 

6) 近藤専攻長より、 理学部入試委員会の決定事項について報告があった 

7) 寺崎情報資料室運営委員より、エルゼビア電子ジャーナルの購読希望について報告があった。 

8） 近藤専攻長より、大学本部の組織変更、旅費システムの利用促進、夏季一斉休業について報告があ

った。 

9) 寺田 WEB 情報委員長より、理学部公式 twitter への情報提供依頼について報告があった。 

 

【議題】 

1) 松尾 ODINS 委員から前回の議論、専攻アカウントに関する規約制定等の結論の説明があった。 

2) 佐々木物理学科教務委員から カリキュラムに関して話題提供があり、議論した。 

3) 専攻長から、専攻教授の人事提案（地球惑星科学と関連する学際領域分野）があり、議論・承認し 

た。これに関する人事選考委員として、佐々木 近藤 寺田 松本 長峯 および物理学専攻１名 

の各氏とすることを承認した。 

4) 近藤専攻長から、国際理学コースの設置計画が紹介され、その理念について議論した。 

5) 寺田理学研究科大学院入試委員から、委員会での議論が紹介され検討した。 

 

【次回】 教室会議： 2017 年 6 月 8 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №309 
【日 時】 2017 年 6月 8日（木）17：00～ F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎  

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史  

久冨 修 廣野 哲朗 山中 千博 湯川 諭   

桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 中嶋 大   

オブザーバー 中井 光男     

委員 29 名中 出席者 19 名 定足数 14 名 

 海外出張者 1 名   

 

              

 

【報告・連絡事項】 

1） 近藤専攻長より、平成 29年度春夏学期の理学研究科行事予定について、報告があった。 

2） 近藤専攻長より、新たな大学部局間交流協定の締結について、報告があった。 

3） 近藤専攻長より、地球惑星科学の教授人事の公募が開始した旨、報告があった。 

4） 近藤専攻長より、全国地球惑星科学系専攻長・学科長懇談会での情報交換の内容について、報告が

あった。 

5） 近藤専攻長より、理学研究科ダイバーシティプロジェクトに関して報告があった。 

6） 芝井物理系就職担当より、専攻院生の学校推薦の状況について、報告があった。 

 

【議題】 

1) 田島研究科長より、国際理学入試（案）についての説明があり、その後、議論がなされた。 

2)  近藤専攻長より、平成 29 年度当初配分案の基本方針について提案があり、議論の後、承認された。 

3)  近藤専攻長より、大学院博士後期課程の定員削減について説明があり、議論がなされた。 

4)  湯川コア科目改革 WG 委員より、専門基礎教育科目の新カリキュラム案が紹介され、議論の後、承

認された。 

5)  近藤専攻長より、 F 棟ロビーのパンフレット設置場所の拡充について提案があり、承認された。   

 

 

【次回】 教室会議： 2017 年 7 月 27 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №310 
【日 時】 2017 年 7月 27 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 植田 千秋 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶 芝井 広 寺田健太郎 長峯健太郎 

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史  

久冨 修 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭   

桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 富田 賢吾   

オブザーバー 中井 光男     

 

委員 28 名中 出席者 19 名 定足数 14 

 

名 

講師以上 20 名中 出席者 15 名 定足数 14 名 

   海外出張者 0 名   

 

【報告・連絡事項】 

1) 近藤専攻長より、エルゼビア電子ジャーナルの購読希望タイトルリストについて報告があった。 

2) 近藤専攻長より、大学院博士後期課程の定員削減の検討状況について報告があった。 

3) 近藤専攻長より、国際理学入試の検討状況について報告があった。 

4) 近藤専攻長より、EX-IC 法人カードの導入について説明があった。 

5) 近藤専攻長より、施設老朽化対策の要求について説明があった。 

6) 近藤専攻長より、秘書室体制の変更について説明があった。 

7) 近藤専攻長より、省エネの協力の依頼があった。 

8) 大高物理学科教務委員より、先端物理学・宇宙地球輪講の講師の依頼があった。 

9) 住広報委員より、模擬授業と施設見学について報告があった。 

10) 久冨理学研究科ブロック安全衛生管理委員より、チャドクガの発生について注意喚起があった。 

11) 近藤専攻長より、コンプライアンス教育の実施について説明があった。 

12) 近藤専攻長より、物品調達システムの導入について報告があった。 

 

【議題】 

1) 近藤専攻長より、本年度専攻予算案について説明があり、議論ののち承認された。 

2) 寺田人事委員会委員長より、寺田研准教授の候補者について説明があり、議論がなされた。この人

事は次回教室会議で投票に付される。 

3) 長峯理学部入試実施委員より、AO 入試の統合について説明があり、議論がなされた。 

4) 佐々木物理学科教務副委員長より、カリキュラム改革の検討状況について報告があり、議論がなさ

れた。 

 

 

【次回】 臨時教室会議： 2017 年 8 月 3 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №311 
【日 時】 2017 年 8月 3日（木）17：00～ F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】                            

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史  

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭  

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔    

       

委員 28 名中 出席者 21 名 定足数 14 名 

講師以上 20名中 出席者 17 名 定足数 10 名 

 海外出張者 １ 名   

 

【報告・連絡事項】 

1) 近藤専攻長より、近藤氏、寺田氏が大学本部の副理事を兼任する旨、報告があった。 

 

 

【議題】 

1) 惑星科学グループ准教授候補者 横田 勝一郎氏について、寺田人事委員会委員長より説明があっ

た。その後投票が行われ、この人事案は可決・承認された。 

2) 佐々木物理学科教務副委員長より、カリキュラム改革案に関する提案があり、議論がなされた。 

 

    

【次回】 教室会議： 2017 年 9 月 14 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №312 
【日 時】 2017 年 9月 14 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 植田 千秋 【記 録】 山中 千博 

【出席者】 

松本 浩典 川村 光 近藤 忠 佐々木 晶   

芝井 広 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 寺崎 英紀  

林田 清 久冨 修 山中 千博 湯川 諭   

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 富田 賢吾  

オブザーバー 中井 光男 Luca,B 岩崎 一成   

委員 28 名中 出席者 22 名 定足数 14 名 

講師以上 20名中 出席者 16 名 定足数 20 名 

  海外出張者 0 名   

 人事案件  定足数 14 名 

 

 

【報告・連絡事項】 

近藤専攻長より以下の 1-5，8，9の報告があった。 

1) 執行部体制の変更について： 

2) 博士前期課程入学試験結果について： 

3) 平成 29 年度消防訓練について (10/4, 10/11) : 

4) 物品調達システム（会計システム）の開始について： 

5) 理学部国際コースについて： 

6) 理学部ブロック安全衛生委員久富氏より、排水の水質問題について 報告があった。 

7) 理学部教務委員佐々木氏より来年度の授業担当について 報告があった。 

8) シンガポール南洋理工大学との共同 WS について （9/28-29） 

9) 理学研究科第 8回研究交流セミナーについて（10/16 15:30 から 南部ホール） 

【議題】 

1) 専攻長より、大学院定員の変更について説明があり議論した。 

2) 専攻長より、地学オリンピック配付資料の協賛について説明があり、議論承認した。 

3) 地球惑星系教授人事について 

近藤人事委員より、選考の経緯と候補者の説明があり、議論した。この人事案件は、次回 10 月 5日の

臨時教室会議で投票に賦される。 

    

【次回】 臨時教室会議： 2017 年 10 月 5 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №313 
【日 時】 2017 年 10 月 5日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 山中 千博 

【出席者】 

近藤 忠 芝井 広 佐々木 晶    

寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史 寺崎 英紀  

林田 清 久冨 修 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 中嶋 大 

      

委員  29 名中 出席者 22 名 定足数 15 名 

講師以上 21 名中 出席者 17 名 定足数 14 名 

  海外出張者 0 名   

 

 

 

【報告事項】 

1) 芝井氏より次年度の大学院授業について提案があった。 

2) 林田社学連携委員より有料の理学研究科公開講座の計画について報告があった。 

3) 佐々木教務委員より次年度以降の全学教育の案について報告があった。 

4) 佐々木氏より 2017 年度惑星科学会秋季大会の実施について、無事終了した旨報告があった。 

 

【議題】 

1) 寺田人事委員長より、地球惑星系の教授候補者として 住貴宏氏の紹介があった。この人事案は、

議論の後、投票を実施し可決した。 

 

 

 

 

【次回】 教室会議： 2017 年 10 月 26 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №314 
【日 時】 2017 年 10 月 26 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 久冨 修 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田 健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 住 貴宏 谷口 年史   

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 湯川 諭 横田勝一郎  

桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 松尾 太郎  

オブザーバー 中井 光男     

委員 29 名中 出席者 21 名 定足数 15 名 

講師以上 21名中 出席者 16 名 定足数 14 名 

  海外出張者 0 名   

 

 

【報告・連絡事項】 

1) 近藤専攻長より、平成 29年度間接経費の追加配分について、報告があった。 

2) 近藤専攻長より、平成30年度大学入試センター試験が1月13，14日に実施される旨、報告があっ

た。 

3)  近藤専攻長より、新任教員研修の必須化に係る対応について、報告があった。 

4)  近藤専攻長より、豊中地区研究交流会が開催される旨、報告があった。 

5) 近藤専攻長より、大学院定員の適正化に向けた取組について、報告があった。 

6) 近藤専攻長より、公的研究費の取扱いに関する理解度チェックを受けるよう依頼があった。 

7)  近藤専攻長より、不正アクセスに係る PC 調査への協力依頼があった。 

8)  佐々木理学部物理学科教育教務副委員長より来年度カリキュラムについて、報告があった。 

9)  寺田大学院入試実施委員長より、10 月 28 日に実施される専攻の２次入試の詳細について、 

報告があった。 

10) 寺田大学院教育教務委員より、来年度の新カリキュラムの担当時間に関する希望調査への、 

協力依頼があった。 

11) 近藤専攻長より、第 10 回理学部将来展望ワークショップが 11 月 11 日実施される旨、 

報告があった。 

 

【議題】 

1)   松尾 ODINS 委員より、専攻サーバーの運用方法について提案があり、議論の後、了承された。 

2)   林田社学連携委員より、理学研究科主催公開講座の講師候補を選定するよう依頼があり、 

    議論の後、寺田氏を候補とすることが、了承された。 

    

【次回】 教室会議： 2017 年 11 月 16 日(木) 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №315 
【日 時】 2017 年 11 月 16 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 山中 千博 【記 録】 藤田 裕 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀   

林田 清 久冨 修 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 

中嶋 大 松尾 太郎     

オブザーバー 中井 光男     

委員  29 名中 出席者 25 名 定足数 15 名 

講師以上 21 名中 出席者 17 名 定足数 14 名 

  海外出張者 0 名   

 

 

【報告・連絡事項】 

１)近藤専攻長より TOEIC 受験料の補助について説明があった。 

２)近藤専攻長より二次募集入学試験結果について報告があった。 

３)近藤専攻長より大学入試センター試験の監督業務について説明があった。 

４)近藤専攻長より国際科学入試とカリキュラムについて説明があった。 

５)近藤専攻長より平成 29年度情報セキュリティ研修の受講の呼びかけがあった。 

６)近藤専攻長より卒論発表会が 2月 3日に決まった旨報告があった。 

７)近藤専攻長より廣野氏が大阪大学賞を受賞した旨報告があった。また寺田氏の研究に関してプレス

リリースがあった旨報告があった。 

８)近藤専攻長より旅費支援業務の改善について報告があった。 

 

【議題】 

１)来年度の連合大会ブースの申込みについて議論が行われた。 

２)物理学セミナーとマチカネゼミについて議論が行われた。 

 

 

 

 

 

【次回】 教室会議： 2017 年 12 月 14 日 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 臨時教室会議議事録  №316 
【日 時】 2017 年 12 月 14 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶 芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 

植田 千秋 大高 理 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 久冨 修 

廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭    

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 境家 達弘 富田 賢吾 中嶋 大 

      

委員  29 名中  出席者 21 名 定足数 15 名 

講師以上 21 名中 出席者 15 名 定足数 14 名 

  海外出張者 1 名   

 

 

 

【報告・連絡事項】 

1) 近藤専攻長より、運営交付金の追加配分があった旨、報告があった。 

2) 近藤専攻長より、公的研究費の取扱いに関する理解度チェックおよび情報セキュリテイに 

  関する理解度チェックを受講するよう、協力要請があった。 

3) 近藤専攻長より、大阪大学への不正アクセスについて、報告があった。 

4) 近藤専攻長より、専攻サーバーが更新された旨、報告があった。 

5) 寺田大学院教育教務委員より、次年度のシラバスの登録について、協力要請があった。 

6) 近藤専攻長より、 大阪大学豊中地区研究交流会が 1月１０日に実施される旨、報告があった。 

7) 近藤専攻長より、中嶋 大 氏の異動について、報告があり、中嶋氏より、異動の挨拶があった。 

8) 佐々木物理学科教務副委員長より、木曜企画、待兼ゼミ、物理学セミナーに関する審議の 

  状況について報告があった。 

9) 芝井就職担当より、来年度の就職活動の状況について、報告があった。 

 

 

 【審議事項】 

1) 近藤専攻長より、来年度以降、赤外線天文学グループを 2教授体制で運営することについて 

  提案があり、承認された。 

2) 近藤専攻長より、来年度の専攻の役割分担について提案があり、承認された。 

3) 地球惑星連合大会のブース申込みについて、審議がなされた。  

                                     

 

 

 

 

 

【次回】 教室会議： 2018 年 1 月 25 日 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №317 
【日 時】 2018 年 1月 25 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 山中 千博 

【出席者】 

川村 光 近藤 忠 佐々木 晶    

芝井 広 寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎   

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 谷口 年史   

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 

横田勝一郎      

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 

中嶋 大 松尾 太郎     

      

委員  29 名中 出席者 26 名 定足数 15 名 

講師以上 21 名中 出席者 18 名 定足数 14 名 

  海外出張者 1 名   

 

 

 

【報告・連絡事項】 

近藤専攻長から以下の報告事項があった。 

1) 大阪大学行動規範の制定について 

2) 第６回日独６大学ネットワーク総会について 

3) 博士定員の充足について 

4) メーリングリストの再整備について 

5) 連合大会へのパンフレット設置について 

6) 次年度役割分担の変更について 

7) クロスアポイントメント女性教員について 

8) 平成 29 年度入試案件について 

9) 秘書室体制の変更について 

10) TA 勤務管理について 

11) 芝井氏より天文惑星科学系予算の状況について報告があった 

12) 寺田大学院教務委員より、時間割の確認要請と大学院修了要件の変更について報告があった。 

13) 佐々木物理学科教務委員よりマチカネゼミについての報告があった。 

 

【審議事項】 

1) 長峯氏より国際天文学連合 IAU シンポジウムの専攻の共催について提案があり、これを承認した。 

2) 専攻長より宇宙惑星進化学講座助教人事についての提案があり、議論ののちこれを承認した。 

選考委員は 委員長松本、林田 寺田 長峯 住 山中卓の 各氏 が提案され、これを承認した。 

3) 専攻長よりダイバーシティプロジェクト助教人事について説明があり、選出された中山典子氏につ

いて、宇宙地球専攻においての教育研究を担当頂くことについて、議論と投票を行い、これを承認した。 

 

【次回】 教室会議： 2018 年 2 月 22 日 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №318 
【日 時】 2018 年 2月 22 日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕 【記 録】 植田 千秋 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶    

寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎    

植田 千秋 大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀 

林田 清 久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 

オブザーバー 中井 光男     

 

委員 29 名中 出席者 24 名 定足数 15 名 

講師以上 21 名中 出席者 18 名 定足数 14 名 

   海外出張者 1 名   

 

 

【報告・連絡事項】 

1) 近藤専攻長より、平成 30年度個別学力入試の日程について報告があり、実施にあたっての注意喚

起があった。 

2) 近藤専攻長より、今年度末・来年度初めの各種行事予定について、報告があった。 

3) 近藤専攻長より、日本学術振興会への特別研究員応募の書類作成に関する指導要請があった。 

4) 近藤専攻長より、情報セキュリティに関するネット講習を受講するよう、要請があった。 

5) 近藤専攻長より、大型プリンター用紙が変更されたことが、報告された。 

6) 近藤専攻長より、富田氏と松尾氏が、国際共同研究強化事業に採択された旨、報告された。 

7) 近藤専攻長より、富田氏が日本天文学会研究奨励賞を受賞した旨、報告があった。 

8) 近藤専攻長より、F棟の女子トイレの改修が行われる旨、報告があった。 

9) 寺田氏より、横田氏の論文が Nature 誌に掲載された旨、報告があった。 

 

【審議事項】 

1）近藤専攻長より、次年度役割分担について提案があり、了承された。 

2）近藤専攻長より、卒業論文の作成について提案があり、議論の後了承された。 

 

 

【次回】 教室会議： 2018 年 3 月 8日 17：00～／F313 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  №319 
【日 時】 2018 年 3月 8日（木）17：00～ F313 

【議 長】 藤田 裕  【記 録】 山中 千博 

【出席者】 

松本 浩典 近藤 忠 佐々木 晶    

寺田健太郎 中嶋 悟 長峯健太郎    

大高 理 佐伯 和人 住 貴宏 谷口 年史 寺崎 英紀  

久冨 修 廣野 哲朗 藤田 裕 山中 千博 湯川 諭 横田勝一郎 

青山 和司 桂  誠 河井 洋輔 木村 淳 境家 達弘 富田 賢吾 

オブザーバー 中井 光男 中山 典子    

 

委員 29 名中 出席者 23 名 定足数 15 名 

講師以上 21 名中 出席者 17 名 定足数 14 名 

   海外出張者 2 名   

 

【報告・連絡事項】 

専攻長より以下の報告があった。 

1) 専攻サーバーの状況について 

2) 本年度の卒業生各賞について 

3) 大学院修士課程学位記受領代表について 

4) エルゼビア枠購読希望調査について 

5) 公的研究費の取り扱いに関する理解度チェックの未受講者について 

6) 理学研究科公開講座の開設について 

7) 次年度における研究科の体制について 

8) 全学教育推進機構の改組について 

9) 教員業績評価について 

10) 久富氏（理学研究科ブロック安全衛生管理委員）より、F棟廃液問題について報告があった。 

 

【審議事項】専攻長より以下の議題が提示されて議論した。 

1) 次年度役割分担案について 原則承認した。 

 

 

【次回】 教室会議： 2018 年 4 月 12 日 17：00～／F313 
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Ｆ棟エントランス ロビーについて 

 

理学部Ｆ棟の建設計画は平成2年(1990年)から開始された。昭和39年(1964年)に建設された理学部建

物の老朽化に伴い、学部全体の改築および新造が計画されたが、Ｆ棟はその端緒になるべく、階段教室、

オープンスペースの研究室、天体望遠鏡をもつ天文ドームなど、当時としては斬新なプランが立てられ

た。しかしながら、予算や基準面積の縛り、非常時の避難経路の確保など種々の制限により、通常構造

の部屋配置を有する現Ｆ棟の西半分の建物が竣工された。以来、理学部物理系・宇宙地球科学科の時代

を経て、大学院重点化以降は、主に宇宙地球科学専攻が使用している。 

Ｆ棟玄関については、池谷元伺教授（当時・故人）などの発案で、新しい学科の象徴的な存在として、

アピール性のある装飾を施すことが議論され、地球科学的に興味ある石材を具象化したデザインが採用

された。このときの内装関係の資金上の問題は、理学部Ｆ棟の建設担当であった㈱五洋建設のご厚意、

委任経理金の支援、有志の方々のご寄附によりまかなわれた。これらの天然石材は、21億年前に形成さ

れた世界最大の貫入岩体を構成する斑れい岩、12 億年前の波の痕の化石、10 億年前に炭酸ガスを固定

したシアノバクテリアが作ったストロマトライト、プレートテクトニクスの考えに先駆けた地層逆転構

造で有名な秋吉台の石炭岩（フリズナ・腕足貝化石入り）などがあり、地球の歴史を伝える貴重な試料

が多数展示されている。 

 2004年（16年度）には、これに加えて、「本専攻のテーマたる宇宙と地球をイメージできるもの、お

よび手に触れることのできる地球科学的試料」というコンセプトのもとに、岩石鉱物試料・大型化石プ

レート・マチカネワニ顎部のレプリカ展示、Ｆ棟エントランス天井部分への星図表示、専攻名の入った

プレートの設置がおこなわれた。これは理学研究科「平成16年度競争資金に係る間接経費執行計画」に

おける「Ｆ棟エントランス玄関ロビーの学生の教育・啓蒙目的での整備」に基づくものである（委員：

𡈽山明、山中千博、佐伯和人、小柳光正、鳥居研一）。これらは、大学祭、オープンキャンパス、オリ

エンテーションや講義、公開講座の折りに紹介、説明され、教育研究や広報活動の面で役立っている。 

 

１）岩石鉱物試料 

 壁面石材以外のもので、地球科学的に興味ある岩石・鉱物試料を各15点選定した。独立行政法人・産

業技術総合研究所・地質標本館には一部の鉱物標本の寄贈をお願いした。豊遥秋博士（地質標本館前館

長・当時）には標本寄付を仲介していただいた。地球内部のマントルからもたらされたカンラン岩や太

古の超苦鉄質岩（コマチアイト）、世界最古の岩石のひとつであるカナダ・アキャスタ地域の片麻岩（39.6

億年前）、1990年代に噴火した雲仙普賢岳の岩石（デイサイト）、縄文～古墳時代の権威の象徴であっ

た糸魚川の翡翠（ひすい）、大型水晶、かつては資源大国であった明治～昭和初期の日本を象徴する鉱

石標本（日立鉱山産硫化鉄鉱・北海道稲倉石鉱山産菱マンガン鉱）などである。 

 

２）大型化石プレート 

 平成7年(1995年)に故池谷名誉教授が、ドイツ（ボン）の地質標本業者Horst Burkard Mineralien 

Fossilien, より購入した3点の化石プレートの展示が実現した。試料はそれぞれ、カンブリア紀中期の

三葉虫（Acadoparadoxides briareus）、デボン紀の直角貝化石（Orthoceras Fossil Plate）、および

アンモナイト（Ammonite: Clymenia plate with Orthoceras）で、モロッコ、サハラ付近の産である。 
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３）マチカネワニ上顎・下顎部 

 マチカネワニは理学部の建設地から昭和39年（1964年）に発掘された日本で初めて発見されたワニ類

の化石であり、現在大阪大学総合学術博物館待兼山修学館に実物と復元骨格が展示されている。Ｆ棟玄

関には、上顎のレプリカ（ガラスケース入り）と下顎のレプリカを展示している。冨田幸光国立科学博

物館地学研究部古生物第三研究室長には同博物館のレプリカ作成室でマチカネワニ下顎レプリカの作

成にご尽力いただいたほか、展示方法に関して様々なアドバイスをいただいた。実際の製作はレプリカ

作成室円尾博美氏にお世話になった。また江口太郎教授（当時、大阪大学総合学術博物館長）にはレプ

リカを作るためのマチカネワニの原型データの提供や、解説のための各種資料を提供いただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            マチカネワニ下顎部  

４）天井星図 

 東洋や西洋の歴史的な星図、装飾的な星図等、色々な可能性を議論した後に、現代の科学教育という

観点から、実用的な星座早見盤のデザインを選定した。これは日本天文学会編、三省堂刊の「世界星図

早見」の北天の星図に基づいた。この図版の特徴は 4.5等星より明るい約900の恒星、天の川と星座等

が星表のデータに基づいてコンピュータで忠実に描かれていることである。(株)三省堂と日本天文学会

には、図案の使用を快諾頂いた。 

 

５）専攻名プレート（1200×300×30mm） 

 ステンレス製SUS304 のプレートに文字高さ100mmで「宇宙地球科学研究棟」と、縦にレーザー切文字

加工したもの。平成29年(2017年)より、入口自動扉のガラス部に建物の正式名称である「理学・F棟」

のサインも追加された。 

 

展示内容に関しては、今後も機会あるごとに内容の充実と更新を行う考えである。このロビーが、文

字通り「開かれた大阪大学・宇宙地球科学専攻の玄関」となることを期待したい。平成7年(1995年)に

おけるＦ棟玄関ロビーの整備については当時の学科パンフレット「未踏のフロンティア」p18-23に詳し

い写真と説明がある。ここに改めて、国費でまかなえなかった部分をご寄付頂いた個人、団体、企業の

名を記して、感謝を申し上げたい。 

 裏 克己（阪大名誉教授）、金森順次郎（元阪大総長）、理学部同窓会、宇宙地球科学科有志 

大和地質研究所、日本電子、住友特殊金属、日本ペイント、サンハイ、オクエンテール 
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